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と
ん
ど
で
す
。�

情
を
こ
め
て
語�

る
場
面
や
怒
る�

場
面
、
泣
く
場�

面
と
必
ず
節
目�

が
あ
り
、
喜
怒�

哀
楽
を
表
現
し�

た
場
面
が
多
く�

あ
り
ま
す
。
最�

初
は
、
わ
か
り�

に
く
く
て
も
、�

人
形
の
仕
草
を
見
て
い
る
と
何
と
な
く
内

容
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と

ん
ど
の
物
語
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
す
。

悪
人
が
出
て
き
て
主
人
公
を
困
ら
せ
た
り

し
て
も
、
必
ず
ヒ
ー
ロ
ー
が
現
れ
て
、
一

件
落
着
し
ま
す
。
見
て
い
て
気
持
ち
の
い

い
物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財�

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財�

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財�
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讃
岐
源
之
丞
人
形
頭

讃
岐
源
之
丞
人
形
頭
お
よ
お
よ
び
衣
裳
衣
裳（
三
野
町
野
町
）�

84
　
宇
賀
神
社
古
式
醸
造
用
具

宇
賀
神
社
古
式
醸
造
用
具
…
（
豊
中
町
）

…
（
豊
中
町
）�

85
　
粟
島
伊
勢
神
宮
奉
納
舟
絵
馬
（
詫
間
町
）

粟
島
伊
勢
神
宮
奉
納
舟
絵
馬
（
詫
間
町
）�

�

86
　
こ
ん
ぴ
ら
道
標
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

こ
ん
ぴ
ら
道
標
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

87
　
石
造
六
地
蔵
像
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

石
造
六
地
蔵
像
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

88
　
船
越
八
幡
神
社
奉
納
絵
馬
…
（
詫
間
町
）

船
越
八
幡
神
社
奉
納
絵
馬
…
（
詫
間
町
）�

��������������

89
　
人
形
浄
瑠
璃
用
具
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

人
形
浄
瑠
璃
用
具
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

90
　
鯛
し
ば
り
網
漁
絵
馬
…
…
…
（
仁
尾
町
）

鯛
し
ば
り
網
漁
絵
馬
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

91
　
冬
網
ぼ
ら
漁
絵
馬
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

冬
網
ぼ
ら
漁
絵
馬
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

���

92
　
家
浦
二
頭
獅
子
舞
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

家
浦
二
頭
獅
子
舞
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

93
　
吉
津
夫
婦
獅
子
舞
…
…
…
…
（
三
野
町
）

吉
津
夫
婦
獅
子
舞
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

94
　
彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
…
…
（
財
田
町
）

彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
…
…
（
財
田
町
）�

95
　
生
里
生
里
・
大
浜
大
浜
・
粟
島
も
も
て
祭
（
詫
間
町
）

粟
島
も
も
て
祭
（
詫
間
町
）�

96
　
賀
茂
神
社
長
床
神
事
…
…
…
（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
長
床
神
事
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

97
　
讃
岐
源
之
丞
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

讃
岐
源
之
丞
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

�

98
　
亥
の
子
行
事
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

亥
の
子
行
事
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

99
　
小
笠
原
流
神
田
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）

小
笠
原
流
神
田
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）�

100
　
菅
生
神
社
奴
行
列
…
…
…
…
（
山
本
町
）

菅
生
神
社
奴
行
列
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

������������

101
　
さ
い
さ
い
踊
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

さ
い
さ
い
踊
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

102
　
七
宝
古
流
本
村
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）

七
宝
古
流
本
村
夫
婦
獅
子
舞
（
詫
間
町
）�

103
　
船
越
八
幡
神
社

船
越
八
幡
神
社
の
オ
ト
グ
イ
神
事
神
事（
詫
間
町

詫
間
町
）�

104
　
賀
茂
神
社
祭
礼

賀
茂
神
社
祭
礼  

附
御
神
船

附
御
神
船
一
隻（
仁
尾
町

仁
尾
町
）�

105
　
熊
岡
八
幡
宮
一
つ
物
神
事
…
（
豊
中
町
）

熊
岡
八
幡
宮
一
つ
物
神
事
…
（
豊
中
町
）�

106
　
宇
賀
神
社
ど
ぶ
ろ
く
祭
…
…
（
豊
中
町
）

宇
賀
神
社
ど
ぶ
ろ
く
祭
…
…
（
豊
中
町
）�

インタビュー�
讃岐源之丞7代目座長�
三好良夫さん�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲毎週金曜日に大見公民館で練習しています�

▲人形の頭は当時のものを�
　　　　今も大切に使っています�

▲太夫は場面にあわせて声色を使い分けます�

（
先
月
号
よ
り
続
き
）�

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財�

　
私
は
20
年
前
の
41
歳
の
と
き
に
始
め
ま

し
た
。
近
所
の
人
が
座
長
を
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
人
に
誘
わ
れ
て
入
り
ま
し
た
。

小
さ
い
と
き
に
、
冬
の
農
閑
期
に
な
る
と

近
所
で
三
味
線
の
音
が
聞
こ
え
た
り
、
語

り
の
練
習
を
見
た
り
し
て
い
た
の
で
、
懐

か
し
い
気
持
ち
で
始
め
ま
し
た
。�

　
座
員
は
、
今
で
こ
そ
20
人
い
ま
す
が
、

当
時
は
8
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
私
が
一
番

の
若
手
で
し
た
（
笑
）�

�

　
当
時
は
、
先
輩
が
教
え
て
く
れ
て
い
ま

た
。
た
だ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
あ
る
わ

け
で
も
な
い
し
、
教
え
る
方
も
う
ろ
覚
え

の
中
で
指
導
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の

時
々
で
人
形
の
動
き
や
仕
草
が
違
っ
て
い

ま
し
た
。�

　
そ
ん
な
中
、�

当
時
の
教
育
委�

員
会
の
人
の
お�

世
話
も
あ
り
、�

文
楽（
大
阪
）の�

浄
瑠
璃
の
先
生�

の
指
導
を
い
た�

だ
け
る
よ
う
に�

な
り
、
人
形
使�

い
は
年
4
回
、�

太
夫
（
語
り
）
と
三
味
線
は
年
7
回
指
導

に
き
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

プ
ロ
の
迫
力
、
き
め
細
や
か
な
動
き
に
近

づ
け
る
よ
う
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。�

��

　
浄
瑠
璃
は
ひ
と
つ
の
物
語
に
な
っ
て
い

て
、
義
理
人
情
を
題
材
と
す
る
も
の
が
ほ

讃
岐
源
之
丞
を
見
る
に
は�

�

日
時  

11
月
1
日（
日
）12
時
30
分
頃�

場
所  

三
野
町
体
育
セ
ン
タ
ー�

�

日
時  

11
月
8
日（
日
）午
前
11
時
頃�

場
所  

大
見
小
学
校�

�

日
時  

11
月
23
日（
月
・
祝
）午
後
1
時
頃�

場
所  

イ
ン
パ
ル
み
の�

�

日
時  

11
月
29
日（
日
）午
前
11
時
頃�

場
所  

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ�

　
太
夫（
語
り
）と
三
味
線
の
音
色
に
合
わ

せ
て
人
形
を
使
い
、
義
理
人
情
物
語
の
喜

怒
哀
楽
を
巧
み
に
表
現
す
る
人
形
浄
瑠
璃
。

そ
の
人
形
浄
瑠
璃
を
約
1
0
0
年
に
渡
っ

て
上
演
し
続
け
て
い
る
讃
岐
源
之
丞
。�

　
讃
岐
源
之
丞
は
、
明
治
30
年
に
、
初
代

三
好
三
昇
こ
と
三
好
富
太
郎
氏
（
大
見
村
）

が
仁
尾
か
ら
人
形
を
購
入
し
て
大
見
座
を

設
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。�

　
し
か
し
戦
後
、
大
衆
文
化
の
多
様
化
に

伴
っ
て
讃
岐
源
之
丞
も
衰
退
し
、一
時
は
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
50
年
か
ら
は
一
座
を
守
る
た
め
後
継

者
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

数
多
く
の
公
演�

が
行
わ
れ
る
ほ�

ど
力
を
蓄
え
て�

き
ま
し
た
。
ま�

た
、
国
立
文
楽�

劇
場
か
ら
指
導�

者
を
招
い
て
技�

術
の
向
上
に
も�

努
め
て
い
ま
す
。�

た
ゆ
う�

▲讃岐源之丞保存会は、11月の大坊市と�
　3月の弥谷市で定期公演を行っています�
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107
　
二
ノ
宮
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

二
ノ
宮
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

108
　
天
霧
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

天
霧
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

109
　
宗
吉
瓦
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

宗
吉
瓦
窯
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

�

110
　
歓
喜
院
内
の
瓦
窯
跡
…
…
…
（
高
瀬
町
）

歓
喜
院
内
の
瓦
窯
跡
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

111
　
小
蔦
島
貝
塚
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

小
蔦
島
貝
塚
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

112
　
弥
谷
寺
信
仰
遺
跡
…
…
…
…
（
三
野
町
）

弥
谷
寺
信
仰
遺
跡
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

113
　
辻
の
札
場
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

辻
の
札
場
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

����������

114
　
南
草
木
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

南
草
木
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

115
　
興
隆
寺
跡
石
塔
群
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

興
隆
寺
跡
石
塔
群
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

116
　
紫
雲
出
山
遺
跡
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

紫
雲
出
山
遺
跡
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

�

117
　
仁
尾
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

仁
尾
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

������������

118
　
道
場
前
の
石
積
み
の
井
戸
…
（
仁
尾
町
）

道
場
前
の
石
積
み
の
井
戸
…
（
仁
尾
町
）�

119
　
延
命
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

延
命
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

���������

120
　
道
音
寺
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

道
音
寺
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

121
　
一
里
塚
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

一
里
塚
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

122
　
尊
澄
法
親
王
御
旧
跡
…
…
…
（
詫
間
町
）

尊
澄
法
親
王
御
旧
跡
…
…
…
（
詫
間
町
）�

123
　
馬
城
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

馬
城
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

124
　
宗
運
寺
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

宗
運
寺
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

125
　
山
王
山
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

山
王
山
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

126
　
あ
み
だ
地
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

あ
み
だ
地
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

127
　
高
井
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

高
井
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

128
　
郷
さ
か
い
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

郷
さ
か
い
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

129
　
神
田
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

神
田
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

��������

130
　
千
田
堤
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

千
田
堤
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

131
　
大
塚
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

大
塚
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

132
　
六
の
坪
…
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

六
の
坪
…
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

133
　
一
つ
物
聖
地
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

一
つ
物
聖
地
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

134
　
妙
見
山
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

妙
見
山
遺
跡
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲昭和35年頃の踊り風景�

インタビュー�
彌与苗踊保存会�
会長　荒川和敏さん�

史
　
　
　
跡�

▲一昨年は中国・四国ブロック民俗芸能大会に出場しました�▲入樋公民館で親、子、孫まで世代を超えて集まって練習しています�

▲現在、メンバーは約30人。ふるさとを思う気持ちはみんな同じです�

彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
を
見
る
に
は�

�

日
時
　
11
月
1
日（
日
）12
時
30
分
頃�

場
所
　
財
田
町
公
民
館�

　
今
一
番
望
む
こ
と
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

に
な
じ
ん
で
も
ら
い
、
ず
っ
と
後
世
に
残

し
て
い
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
先
人
た

ち
が
築
い
て
き
た
財
産
を
重
荷
に
感
じ
な

い
で
、
み
ん
な
が
輪
に
な
る
き
っ
か
け
と

考
え
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。�

　
自
分
の
地
元
に
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統

が
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
、
未
来
へ

つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。�

の
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。�

　
遠
く
は
徳
島
県
の
剣
山
の
中
腹
の
神
社

に
も
呼
ば
れ
て
踊
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

�

　
昔
は
、
ほ
と
ん
ど
青
年
だ
け
で
踊
っ
て

い
ま
し
た
が
、
青
年
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
20
年
前
か
ら
は
、
子
ど
も
を
入
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
入
れ
ば
、
に

ぎ
や
か
に
な
り
、
活
気
づ
く
の
で
。
そ
の

こ
ろ
の
子
ど
も
が
、
今
、
青
年
に
な
っ
て

が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

踊
り
が
地
味
な
の
で
、
中
学
生
ぐ
ら
い
に

な
る
と
、
な
か
な
か
来
て
く
れ
な
い
ん
で

す
け
ど
ね
（
笑
）�

　
私
は
、
前
会
長
の
近
所
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
昔
は
、
娯
楽
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
若
者
が
集
ま
っ
て

踊
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
雨
が
降
ら
な
い
時
期
が
続
い

た
ら
、
龍
神
様
を
祀
っ
て
あ
る
地
元
の
山

の
頂
上
で
、
麦
わ
ら
を
燃
や
し
て
火
を
焚

い
て
、
そ
の
周
り
で
夜
を
通
し
て
踊
っ
て

雨
を
願
い
ま
し
た
。�

�

　
彌
与
苗
踊
は
、
入
葉
・
彌
与
苗
・
長
生
・

糸
巻
・
御
元
・
す
く
い
の
6
曲
を
、
雨
が

降
る
ま
で
繰
り
返
し
踊
り
続
け
ま
す
。
雨

が
降
る
ま
で
と
言
う
と
気
の
遠
く
な
る
よ

う
な
話
で
す
が
、
実
際
に
一
度
、
本
当
に

雨
が
降
り
だ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

�

　
そ
れ
は
、
昭
和
6
年
ご
ろ
の
大
干
ば
つ

の
と
き
、
粟
井
村
・
豊
田
村
か
ら
依
頼
が

あ
っ
て
夜
通
し
踊
り
、
朝
方
帰
っ
て
く
る

と
き
に
、
た
ま
た
ま
雨
が
降
り
ま
し
て
大

変
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
た

　
彌
与
苗
踊
・
八
千
歳
踊
は
、
財
田
中

入
樋
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
古
式
の
雨

乞
い
踊
り
で
す
。
彌
与
苗
踊
は
、
長
久
4

年（
1
0
4
3
年
）春
、
大
干
ば
つ
に
よ
り

苗
代
の
水
が
な
い
時
に
、
雨
ノ
宮
神
社
で

村
人
が
音
頭
を
作
っ
て
雨
乞
い
踊
り
を
し

た
と
こ
ろ
、
に
わ
か
に
雨
が
降
り
豊
作
を

得
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
「
い
よ
い
よ

苗
を
与
え
る
」
意
味
か
ら
「
彌
与
苗
踊
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
干

ば
つ
の
度
に
村
人
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
彌
与
苗
踊
は
も
と
も
と
見
せ
物
で
は
な

く
、
ひ
た
す
ら
雨
乞
い
を
踏
み
舞
う
姿
に

生
活
の
厳
し
さ
が
感
じ
取
れ
る
踊
り
で
す
。�

　
彌
与
苗
踊
は
雨
乞
い
の
踊
り
、
八
千
歳

踊
と
繰
上
踊
は
収
穫
の
お
礼
の
踊
り
に
な

り
ま
す
。�

い
る
ひ�

や

よ

な

�

や

と

せ

�

く
り
あ
げ�

市

指

定

史

跡

�

県

指

定

史

跡

�
ま
つ�

い
と
ま
き�

お
も
と�

ち
ょ
う
せ
い�
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岡
本
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

岡
本
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

136
　
西
行
法
師
来
遊
の
地
…
…
…
（
三
野
町
）

西
行
法
師
来
遊
の
地
…
…
…
（
三
野
町
）�

��������

137
　
手
石
場
の
窯
跡
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

手
石
場
の
窯
跡
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

138
　
貴
峰
山
城
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

貴
峰
山
城
跡
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

139
　
真
鍋
弥
太
夫
の
墓
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

真
鍋
弥
太
夫
の
墓
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

140
　
石
舟
一
号
・
二
号
墳
…
…
…
（
高
瀬
町
）

石
舟
一
号
・
二
号
墳
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

141
　
矢
ノ
岡
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

矢
ノ
岡
古
墳
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

142
　
麻
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

麻
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

143
　
天
霧
城
主
香
川
氏
代
々
の
墓
（
三
野
町
）

天
霧
城
主
香
川
氏
代
々
の
墓
（
三
野
町
）�

144
　
汐
木
港
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

汐
木
港
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

145
　
吉
吾
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

吉
吾
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

146
　
本
篠
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

本
篠
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

147
　
山
辺
古
墳
跡
地
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

山
辺
古
墳
跡
地
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

148
　
銅
矛
出
土
地

銅
矛
出
土
地
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

（
山
本
町
）�

149
　
岩
神
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

岩
神
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

150
　
金
蔵
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

金
蔵
古
墳
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

151
　
宮
山
窯
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

宮
山
窯
跡
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

152
　
鬼
ヶ
臼
伝
承
遺
跡
群
…
…
…
（
高
瀬
町
）

鬼
ヶ
臼
伝
承
遺
跡
群
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

������������

153
　
吉
田
古
墳
群
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

吉
田
古
墳
群
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

154
　
橘
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

橘
城
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

���

155
　
不
動
ヶ
滝
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

不
動
ヶ
滝
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

156
　
妙
見
宮
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

妙
見
宮
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

157
　
八
紘
山
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

八
紘
山
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

158
　
磯
菜
天
神
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

磯
菜
天
神
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

159
　
鮎
返
り
の
滝

鮎
返
り
の
滝
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

（
財
田
町
）�

���������

160
　
世
の
中
桜

世
の
中
桜
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

（
財
田
町
）�

���

161
　
菅
生
神
社
社
叢
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

菅
生
神
社
社
叢
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

�

162
　
志
々
島
の
大
く
す
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

志
々
島
の
大
く
す
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

�

163
　
履
脱
八
幡
神
社
の
松
林
…
…
（
仁
尾
町
）

履
脱
八
幡
神
社
の
松
林
…
…
（
仁
尾
町
）�

164
　
吉
祥
院
の
万
寿
ハ
ク
…
…
…
（
仁
尾
町
）

吉
祥
院
の
万
寿
ハ
ク
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

165
　
常
徳
寺
の
雌
雄
ソ
テ
ツ
…
…
（
仁
尾
町
）

常
徳
寺
の
雌
雄
ソ
テ
ツ
…
…
（
仁
尾
町
）�

166
　
賀
茂
神
社
羽
衣
の
松
…
…
…
（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
羽
衣
の
松
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

167
　
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

168
　
平
石
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

平
石
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

169
　
威
徳
院
の
無
量
寿
ハ
ク
…
…
（
高
瀬
町
）

威
徳
院
の
無
量
寿
ハ
ク
…
…
（
高
瀬
町
）�

�

インタビュー�

生里ももて祭保存会�
代表　大江壽昭さん�

　
も
も
て
の
由
来
は
、
地
域
の
安
寧
を
祈

願
す
る
と
と
も
に
厄
年
の
厄
払
い
や
五
穀

豊
穣
を
願
い
、
大
変
厳
し
い
し
き
た
り
を

何
百
年
も
守
り
続
け
、
人
か
ら
人
へ
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
由
緒
正
し
い
祭
り
で
す
。�

　
生
里
も
も
て
祭
は
、
安
永
年
間
か
ら
現

在
ま
で
約
1
0
0
0
年
の
歴
史
が
あ
り
、

詫
間
町
生
里
の
三
寶
荒
神
宮
で
旧
暦
の
2

月
1
日（
現
在
は
こ
の
日
に
一
番
近
い
日

曜
日
）に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
頭
屋
・

潮
垢
離
の
儀
式
・
紋
付
羽
織
袴
な
ど
ほ
ぼ

昔
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
祭
り
の
内
容
す

べ
て
が
厳
し
い
取
り
決
め
で
守
ら
れ
て
い

る
の
も
生
里
も
も
て
祭
の
特
徴
で
す
。�

　
射
手
が
、
厄
払
い
や
五
穀
豊
穣
・
大
漁

祈
願
・
家
内
安
全
な
ど
の
願
い
が
書
か
れ

た
『
扇
の
的
』
を
次
々
に
射
っ
て
い
き
ま
す
。

見
事
に
矢
が
当
た
る
と
境
内
の
見
物
客
か

ら
大
歓
声
。
矢
を
外
す
と
ヤ
ジ
の
嵐
で
す
。

た
だ
、
ヤ
ジ
が
飛
ん
で
賑
や
か
な
ほ
ど
、

そ
の
年
の
漁
が
い
い
と
さ
れ
る
の
で
、
み

ん
な
で
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
ま
す
（
笑
）�

　
み
ん
な
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
お
花
（
お

金
）
が
た
く
さ
ん
出
る
の
で
、
昔
か
ら
言

い
合
い
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
け
ん
か
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
神
社
の
中
で
は
け

ん
か
も
い
い
。
た
だ
し
神
社
を
出
た
ら
恨

を
残
さ
ず
忘
れ
る
」
と
い
う
取
り
決
め
が

あ
る
ぐ
ら
い
で
、
別
名
『
け
ん
か
も
も
て
』

と
言
わ
れ
ま
す
。�

　
最
近
は
け
ん
か
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

厳
粛
な
中
で
も
賑
や
か
な
祭
り
と
し
て
、

後
世
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。�

　
祭
り
の
1
カ
月
ほ
ど
前
に
自
治
会
長
が

頭
屋
を
指
名
し
ま
す
。
そ
の
頭
屋
が
本
神

宮
へ
進
み
、
神
の
前
で
く
じ
を
引
い
て
本
頭

（
頭
屋
の
代
表
者
）を
決
定
し
ま
す
。�

　
ま
た
、前
頭（
昨
年
の
頭
屋
）と
来
頭（
来

年
の
頭
屋
）は
生
里
に
住
所
が
あ
る
若
者

か
ら
5
人
ず
つ
射
手
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。�

　
本
頭
は
祭
り
の
記
録
帳
に
書
き
記
し
て

あ
る
厳
し
い
取
り
決
め
に
従
っ
て
す
べ
て
の

準
備
を
始
め
ま
す
。
1
カ
月
も
前
か
ら
潮

垢
離
の
儀
式（
裸
で
海
に
入
り
体
を
清
め
る

行
）を
毎
晩
行
い
ま
す
。
祭
の
前
日
に
は
、

射
手
も
こ
の
潮
垢
離
の
儀
式
を
行
い
ま
す
。�

　
的
づ
く
り
も
古
式
の
ま
ま
に
行
っ
て
い

ま
す
。
昔
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
で

的
に
使
う
竹
を
取
っ
て
き
て
編
み
、障
子
紙

と
半
紙
を
貼
り
ま
す
。
わ
ら
で
筆
を
作
り
、

な
す
び
の
茎
を
焼
い
た
墨
で
的
を
書
き
ま
す
。�

　
荘
内
の
も
も
て
祭
は
、
八
ッ
浦
（
家
の
浦
、

名
部
戸
浦
、
大
浜
浦
、
生
里
浦
、
箱
浦
、
積

浦
、
粟
島
浦
、
香
田
浦
）
の
各
浦
々
で
道
人

組
合
を
作
り
、
各
浦
ご
と
に
こ
れ
を
伝
承
し
、

各
浦
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。�

　
大
浜
も
も
て
祭
は『
さ
る
と
り
も
も
て
』

や『
砂
く
い
も
も
て
』と
呼
ば
れ
、船
越
八
幡

神
社
の
神
事
の
一
つ
と
し
て
7
2
4
年（
神

亀
元
年
）に
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　『
さ
る
と
り
も
も
て
』の
由
来
は
、
射
手

が
お
さ
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
投
げ
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、魔
よ
け
の
さ
る
、長
寿
の
さ
る
と
い

わ
れ
「
厄
を
去
る
」
こ
と
か
ら
、
射
手
の
投

げ
た
お
さ
る
を
見
物
人
は
競
っ
て
拾
い
、

お
守
り
と
し
て
大
切
に
持
ち
帰
り
ま
す
。�

　
射
手
は
大
浜
に
住
ん
で
い
る
人
の
中
か

ら
、
厄
年
の
人
や
新
成
人
を
優
先
し
て
12

人
決
め
ま
す
。
射
手
の
練
習
は
、
弓
の
使

い
方（
小
笠
原
古
流
）に
始
ま
り
、
歌
の
練

習
も
行
い
ま
す
。
歌
は
頌
賀
節（
シ
ョ
ン
ガ

エ
ー
）と
呼
ば
れ
る
歌
で
、
こ
れ
を
射
手
が

歌
い
ま
す
。
最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
祭
り
ま
で
に
は
、
見
物
人
を

楽
し
ま
せ
る
ま
で
に
な
り
ま
す
（
笑
）�

�

　
平
成
15
年
に
文
化
庁
の
事
業
で
小
学
生

を
対
象
に
『
大
浜
子
ど
も
も
も
て
教
室
』を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
3
年
で
終
わ
っ
た

の
で
す
が
、
引
き
続
き
大
浜
も
も
て
祭
の

中
で
『
子
ど
も
も
も
て
祭
』
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
も
も
て
に
馴
染

ん
で
も
ら
い
、
受
け
継
い
で
い
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
か
ら
ね
。�

　
も
も
て
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
船
越
八

幡
神
社
の
絵
馬
堂
に
記
録
し
た
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
を
解
読
し
、
と
り
ま
と
め
た
も

の
に
従
っ
て
、
現
在
、
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
大
浜
の
も
も
て

は
昭
和
初
期
に
一
度
途
絶
え
て
い
る
ん
で

す
。
し
か
し
、
昭
和
52
年
に
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
地
元
で

復
活
し
よ
う
と
の
気
運
が
高
ま
り
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
昭
和
55
年
に

復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

�

　
射
手
が
お
さ
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
投
げ

る
こ
と
か
ら
付
い
た
『
さ
る
と
り
も
も
て
』。

こ
の
お
さ
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
地
元
の
人
々

が
全
員
で
手
作
り
し
て
い
ま
す
。�

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ
」
の
背
中
に
お
守
り
と
し
て
縫
い
付

け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。�

インタビュー�

大浜ももて祭保存会�
代表　江頭昌道さん�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲毎年、大勢の見物客が訪れます�

▲体をぐっとかがめ的をねらう小笠原古流という�
　独特の方法で矢を放ちます�

▲次の世代に引き継いでいくために子どもももてを開催�

し
お
ご
お
り�

さ
ん
ぽ
う
こ
う
じ
ん
ぐ
う�

と
う
や�

ま
え
と
う�

ほ
ん
ど
う�

や
く�

ら
い
と
う�

い
て

�

▲おさるのぬいぐるみは厄を去る�
さ�

市
指
定
天
然
記
念
物�

�

県
指
定
天
然
記
念
物�

�

市

指

定

名

勝

�
天

然

記

念

物

�
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●�●����������������●��●��●��●��●��●� 170
　
子
持
庵
の
イ
チ
ョ
ウ
…
…
…
（
高
瀬
町
）

子
持
庵
の
イ
チ
ョ
ウ
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

171
　
財
田
駅
前
タ
ブ
ノ
キ
…
…
…
（
財
田
町
）

財
田
駅
前
タ
ブ
ノ
キ
…
…
…
（
財
田
町
）�

���������������

172
　
下
高
瀬
簡
易
郵
便
局

下
高
瀬
簡
易
郵
便
局�

　
　
（
旧
丸
岡
呉
服
店

　
　
（
旧
丸
岡
呉
服
店
）…
…
…
…

…
…
…
…（
三
野
町
）

三
野
町
）�

173
　
粟
島
海
洋
記
念
館
本
館

粟
島
海
洋
記
念
館
本
館�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
本
館

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
本
館
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

174
　
粟
島
海
洋
記
念
館
資
料
館

粟
島
海
洋
記
念
館
資
料
館�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

175
　
粟
島
海
洋
記
念
館
研
修
棟

粟
島
海
洋
記
念
館
研
修
棟�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
教
室
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

176
　
粟
島
海
洋
記
念
館
武
道
場

粟
島
海
洋
記
念
館
武
道
場�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
柔
道
場

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
柔
道
場
）（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

177
　
粟
島
海
洋
記
念
館
門
柱

粟
島
海
洋
記
念
館
門
柱�

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
門
柱

　
　
（
旧
粟
島
海
員
学
校
門
柱
）…（
詫
間
町
）

詫
間
町
）�

インタビュー�
粟島ももて祭保存会�
中西 敏文さん・山北 友好さん・田尾 啓司さん�
（左より）�

以
上
、
三
豊
市
の

以
上
、
三
豊
市
の
1
7
1

1
7
1
点
の
指
定
文
化

点
の
指
定
文
化

財
と
財
と
6
点
の
登
録
有
形
文
化
財

点
の
登
録
有
形
文
化
財
。�

特集  三豊市の文化財�後編�

▲的までの距離は28m。練習しないと当たりません�

▲日々の練習の成果をお披露目する場でもあります�

　
粟
島
も
も
て
祭
は
、
粟
島
神
社
の
祈
年

祭
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
祈
年
祭
は
、
そ
の
年
の
豊
作
豊
漁
を
祈

願
す
る
神
事
で
す
。
各
氏
子
の
家
内
安
全
・

無
病
息
災
な
ど
、
特
に
粟
島
で
は
船
乗
り

が
多
い
の
で
、
海
上
安
全
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
男
42
歳
、
女
33
歳
の
厄
払

い
も
兼
ね
て
い
ま
す
。�

　
島
民
は
、
農
漁
閑
期
に
弓
道
を
習
い
、

祭
り
の
日
に
大
衆
の
前
で
演
技
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

　
粟
島
も
も
て
祭
は
、約
2
0
0
軒
の
島
民

み
ん
な
で
守
っ
て
い
る
大
切
な
行
事
で
す
。�

　
今
、
射
手
の
最
高
齢
は
88
歳
。
一
番
若

く
て
も
還
暦
前
後
で
、
全
体
的
に
高
齢
化

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
祭
り
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
し
な
い
と
的
に
当
た
ら
な
い
（
笑
）

な
ん
せ
、
粟
島
の
も
も
て
は
、
的
ま
で
の
距

離
が
遠
い
。
昔
は
12
間
＝
21.

6
m
で
し
た

が
、
今
は
28
m
も
あ
り
、
的
の
直
径
は
36�

cm
。
本
番
は
扇
子
で
行
う
の
で
、
練
習
し

て
い
な
い
と
当
た
り
ま
せ
ん
。�

�

　
弓
を
引
く
練
習
が
必
要
な
の
で
、
昨
日

今
日
帰
っ
て
き
て
で
き
る
祭
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
や
は
り
島
に
残
っ
て
い
る
人
で

続
け
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
よ（
笑
）�

　
粟
島
の
も
も
て
祭
も
、
昔
は
頭
屋
制
が

あ
り
村
の
中
で
順
番
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

射
手
は
本
頭
屋
か
ら
6
人
、
副
頭
屋
か
ら

6
人
、
頭
人
（
神
事
の
お
手
伝
い
を
す
る

人
）
と
い
う
子
ど
も
も
1
人
選
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
頭
屋
も
射
手
も
1
週
間

ほ
ど
行
に
入
っ
て
、
熱
い
風
呂
に
入
っ
た

り
、
海
で
身
体
を
清
め
た
り
（
潮
垢
離
）

し
て
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
子
ど
も
が
い
な
く
な
り
、
子

ど
も
が
務
め
て
い
た
頭
人
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
に
、
頭
屋
制
度
も
一
緒
に
な
く

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
神
社
の
社
務
所

で
1
日
行
事
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
先
月
か
ら
2
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
た

文
化
財
は
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
無
形
民
俗
文
化
財
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
的
事
件
や
神
事
、
生

活
文
化
な
ど
か
ら
生
ま
れ
、
史
跡
や
有
形

文
化
財
な
ど
と
共
に
、
そ
れ
自
体
が
地
域

の
歴
史
、
文
化
を
形
づ
く
り
ま
す
。
現
代

か
ら
見
る
と
、
三
豊
市
の
文
化
財
は
、
三

豊
の
歴
史
・
文
化
を
物
語
る
証
人
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。�

　
三
豊
市
の
自
然
が
三
豊
市
以
外
に
存
在

し
な
い
よ
う
に
、
歴
史
や
文
化
も
三
豊
市

以
外
に
全
く
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
詳
し
く
知

ろ
う
と
す
れ
ば
、
歴
史
・
文
化
な
ど
を
ま

ず
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

文
化
財
は
自
ら
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
特
徴
や
重
要
性
を
調
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
三
豊
市
は
、
平
成
18
年
に
誕
生
し
た
新

し
い
市
で
す
。
で
す
か
ら
、
全
国
的
に
知

名
度
が
高
い
と
は
い
え
な
い
し
、
今
後
、

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要

も
あ
る
で
し
ょ
う
。�

　
そ
う
し
た
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
三

豊
市
の
歴
史
的
・
文
化
的
環
境
に
関
心
を

持
ち
、
そ
の
特
色
や
個
性
を
正
し
く
理
解

す
れ
ば
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
が
さ
ら
に

大
き
く
な
り
、
文
化
財
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
も
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

　
ま
ず
は
、
訪
問
客
に
対
し
て
、
市
民
が

三
豊
市
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
力
で

三
豊
市
を
全
国
・
海
外
に
発
信
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。�

登
録
有
形
文
化
財�

宗吉かわらの里展示館　�
館 長（主席文化財専門員）　�
渡部　明夫さん�

来
月
号
か
ら
、
三
豊
市
の
文
化
財
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
『
文
化
財
を
訪
ね
て
』
が
始
ま
り
ま
す
。�

�

ぎ
ょ
う�

し
お
ご
お
り�
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議
�
会
�
日
�
誌
�

教
育
民
生
常
任
委
員
会
�

県
市
議
会
議
長
会
総
会
�

全
員
協
議
会
�

四
国
市
議
会
議
長
会
理
事
会
�

政
務
調
査
費
審
査
委
員
会
�

政
務
調
査
費
審
査
委
員
会
�

議
会
広
報
委
員
会
�

�県
市
議
会
議
長
会
県
外
研
修
�

�全
員
協
議
会
�

決
算
特
別
委
員
会
�

日�日�日�日�日� 日�日� 日�月
�

月
�

～�日�日�～� ～� 日�日�日�日�

 
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
議
案
の

提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

　
議
案
第
1
0
5
号
三
豊
市
文
書

館
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
文
書
館
の
事
業
及
び
運

営
等
を
協
議
す
る
た
め
、
協
議
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
1
0
6
号
三
豊
市
事
務

事
業
外
部
評
価
委
員
会
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
三
豊
市
新

総
合
計
画
に
基
づ
く
事
務
事
業
に

つ
い
て
客
観
的
な
評
価
を
行
い
、

評
価
結
果
を
実
施
計
画
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
評
価
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
1
1
3
号
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て
は
、

14
億
2
8
8
万
9
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
9
2

億
8
’
8
2
6
万
8
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
主
な
も
の
と
し
て
、

理
科
教
育
振
興
教
材
関
連
費
１
億

2
’
6
2
4
万
7
千
円
、
子
育
て

応
援
特
別
給
付
金
等
7
’
8
4
9

万
5
千
円
、
事
業
費
と
し
て
豊
中

庁
舎
跡
地
整
備
事
業
・
農
地
有
効

利
用
支
援
整
備
事
業
・
市
道
維
持

管
理
事
業
等
で
5
億
7
’
2
2
1

万
7
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
�

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
議

は
、
付
託
さ
れ
た
常
任
委
員
会
で
、

教
育
民
生
常
任
委
員
会
10
日
、
総

務
常
任
委
員
会
11
日
、
建
設
経
済

常
任
委
員
会
14
日
に
所
管
の
事
項

に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
18
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の

委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
、
各
常
任
委

員
長
か
ら
全
議
案
可
決
、
請
願
第

2
号
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
教
育
民

生
常
任
委
員
会
で
可
決
さ
れ
た
請

願
第
3
号
に
つ
い
て
は
、
継
続
審

査
の
動
議
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
�

意
見
書
案
4
件
に
つ
い
て
は
、
第

4
号
に
つ
い
て
反
対
意
見
が
あ
っ

た
も
の
の
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
�

〔
人
権
擁
護
委
員
〕
�

藤
村
　
　
隆
（
詫
間
町
松
崎
）
�

辻
　
　
演
美
（
仁
尾
町
仁
尾
丁
）
�

〔
農
業
委
員
〕
議
会
推
薦
�

大
西
　
典
子
（
高
瀬
町
上
麻
）
�

大
西
　
道
子
（
山
本
町
神
田
）
�

白
川
　
温
子
（
詫
間
町
詫
間
）
�

細
川
の
ぶ
子
（
財
田
町
財
田
上
）
�

全
員
協
議
会
�

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会
�

全
員
協
議
会
�

政
務
調
査
費
審
査
委
員
会
�

�議
会
広
報
委
員
会
視
察
研
修
�

�三
豊
市
・
観
音
寺
市
学
校
組
合
議
会
�

政
務
調
査
費
審
査
委
員
会
�

継続審査（全会一致）�

原案可決（全会一致）�
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■問
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
の
見
通
し
を
問
う
。
�

■答
　
11
月
の
ご
み
処
理
検
討
委
員

会
で
答
申
原
案
を
検
討
。
そ
の
答

申
を
受
け
て
、
議
会
と
も
協
議
し

処
理
方
式
を
決
定
。
25
年
4
月
の

新
施
設
供
用
開
始
を
目
指
す
。
�

■問
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の

現
状
と
見
通
し
を
問
う
。
�

■答
　
現
在
、
竹
資
源
化
検
討
委
員

会
を
設
置
し
検
討
中
。
出
来
る
だ

け
早
い
時
期
の
事
業
化
実
現
に
向

け
関
連
企
業
と
調
整
中
。
竹
以
外

の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
も
、
堆
肥
化

実
現
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。
�

■問
　
火
葬
場
建
設
事
業
の
計
画
は
。
�

■答
　
新
総
合
計
画
で
は
22
年
度
着

手
予
定
。
現
在
、
類
似
・
近
隣
団

体
の
整
備
状
況
を
調
査
し
検
討
中
。

市
民
説
明
は
十
二
分
に
行
う
。
�

■問
　
中
小
企
業
振
興
事
業
の
予
定
・

独
自
の
経
済
対
策
は
。
�

■答
　
中
小
企
業
振
興
協
議
会
を
設

置
。
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
・
も

の
づ
く
り
大
賞
の
創
設
。
市
内
企

業
の
開
発
製
品
・
技
術
を
行
政
に

導
入
し
、
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
に
活
用
。
�

■問
　
市
一
般
会
計
の
性
質
別
支
出

割
合
で
、
人
件
費
が
一
番
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
本
市

の
場
合
、
類
似
団
体
と
比
べ
る
と

常
に
5
％
程
（
約
12
億
円
）
多
い

と
思
う
が
。
�

■答
　
県
下
8
市
に
お
い
て
は
ど
の

市
も
人
件
費
が
一
番
大
き
な
支
出

に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本

市
の
19
年
度
決
算
で
は
24
・
5
％

で
あ
っ
た
。
類
似
団
体
（
20
・
0

％
）
並
み
の
指
数
に
近
づ
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。
�

■問
　
自
主
財
源
の
増
額
施
策
が
必

要
と
思
う
が
、
本
市
の
現
況
か
ら

耕
作
放
棄
農
地
・
遊
休
公
共
施
設

の
利
活
用
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

併
せ
て
企
業
誘
致
を
応
援
し
て
く

れ
る
応
援
隊
制
度
を
設
け
る
べ
き

で
な
い
か
。
�

■答
　
三
豊
市
出
身
で
、
東
京
・
大

阪
等
で
在
住
さ
れ
て
い
る
方
に
、

三
豊
市
大
使
の
よ
う
な
形
で
市
を

宣
伝
広
告
し
、
企
業
誘
致
等
、
そ

の
良
さ
を
訴
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
現
在
具
体
的
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
�

■問
　
途
中
入
所
が
困
難
で
待
機
児

童
が
出
て
い
る
。
保
育
士
不
足
・

施
設
の
不
足
が
原
因
で
、
女
性
が

働
き
な
が
ら
子
育
て
で
き
る
環
境

は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。
臨
時

保
育
士
同
様
、
臨
時
調
理
員
の
待

遇
改
善
を
求
め
る
。
�

■答
　
途
中
入
所
希
望
者
は
本
年
22

名
。
入
所
児
童
数
も
昨
年
よ
り
29

名
増
加
し
保
育
ニ
ー
ズ
は
増
加
傾

向
。
来
年
度
幼
稚
園
教
諭
・
保
育

士
を
7
名
採
用
し
、
以
後
も
継
続

的
に
採
用
予
定
。
臨
時
職
員
は
通

勤
手
当
の
支
給
を
検
討
す
る
。
�

■問
　
全
市
20
カ
所
の
学
童
保
育
保

育
内
容
の
統
一
と
向
上
、
指
導
員

の
質
の
向
上
が
急
務
。
ま
た
、
70

名
を
超
え
る
大
規
模
学
童
保
育
（
詫

間
小
）
の
今
後
の
対
策
は
。
�

■答
　
良
質
な
保
育
提
供
の
た
め
、

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
指
導

員
対
象
の
研
修
会
や
学
童
保
育
間

の
交
流
に
取
り
組
む
。
各
学
童
保

育
を
巡
回
し
て
指
導
員
を
指
導
す

る
巡
回
指
導
員
を
配
置
す
る
。
�

　
詫
間
小
に
つ
い
て
は
、
22
年
度

に
分
割
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
�

■問
　
三
豊
市
が
自
慢
で
き
る
推
奨

品
を
世
に
送
り
出
す
に
は
、
認
定

制
度
の
開
設
が
必
要
で
あ
る
。
三

豊
市
内
の
農
・
水
・
商
工
関
係
の

皆
さ
ん
に
広
く
呼
び
か
け
、「
選
定

委
員
会
」
を
通
し
て
認
定
さ
れ
る

こ
と
が
、
生
産
者
自
身
の
将
来
に

向
け
て
の
生
産
意
欲
・
販
売
意
欲

を
か
き
立
て
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、

意
義
あ
る
制
度
に
な
る
と
思
う
が
。
�

■答
　
認
証
制
度
は
、
有
利
な
販
売

戦
略
に
は
繋
が
る
が
、
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
認
証
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
り
、
生
産
経
費
が
か
さ

む
割
に
は
、
認
証
を
受
け
て
も
販

売
価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
現
状
が

あ
り
、
取
り
組
む
生
産
者
が
少
な

い
実
態
が
あ
る
。
三
豊
市
の
産
業

維
持
の
面
で
は
、
検
討
の
必
要
を

感
じ
る
が
、
市
場
側
か
ら
見
れ
ば
、

認
証
よ
り
も
安
定
し
た
入
荷
量
や
、

よ
り
良
い
品
質
の
方
を
優
先
す
る

実
態
が
あ
る
。
し
か
し
、
流
通
に

欠
か
せ
な
い
信
頼
を
得
る
為
に
も

認
証
制
度
は
有
効
で
あ
り
、
今
後

へ
向
け
、
長
期
的
展
望
を
持
っ
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。
�

■問
　
平
成
20
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
、
ご
み
の
18
分
別
に
よ
る
経
費

削
減
に
つ
い
て
の
成
果
は
。
�

■答
　
収
集
量
の
削
減
は
図
れ
た
が
、

ご
み
処
理
施
設
が
三
豊
市
単
独
処

理
に
な
っ
た
関
係
も
あ
り
、
単
純

に
経
費
削
減
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

■問
　
祭
り
の
補
助
金
の
カ
ッ
ト
は
、

継
続
さ
れ
る
の
か
。
町
に
よ
り
割

合
が
異
な
る
理
由
は
。
�

■答
　
新
た
な
行
政
改
革
の
削
減
目

標
の
提
示
が
な
い
限
り
現
行
据
置

き
。
繰
越
金
・
寄
付
・
協
賛
金
の

有
無
等
、
実
績
報
告
書
の
内
容
か

ら
検
討
し
減
額
し
た
。
�

■問
　
保
育
所
・
幼
稚
園
の
先
生
不

足
に
つ
い
て
の
対
策
は
。
�

■答
　
正
規
職
員
を
採
用
予
定
。
継

続
的
な
雇
用
を
図
り
、
安
定
し
た

運
営
に
努
め
る
。
�

■問
　
合
併
後
の
市
の
活
性
化
は
。
�

■答
　
人
が
強
く
心
が
豊
か
で
あ
れ

ば
町
は
寂
れ
な
い
。
新
し
い
価
値

観
で
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

を
行
い
、
日
本
特
有
の
強
い
市
民

力
を
生
か
し
、
心
豊
か
な
人
生
と

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
�

■問
　
農
地
有
効
利
用
支
援
整
備
事

業
で
5
’
0
0
0
万
円
の
予
算
と

あ
る
が
、
各
町
へ
の
周
知
方
法
は
。

ま
た
、
各
町
別
で
何
件
申
請
さ
れ

た
の
か
。
�

■答
　
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
山

本
・
三
野
・
豊
中
・
仁
尾
・
財
田

に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
区
の
理

事
・
総
代
に
。
高
瀬
・
詫
間
は
自

治
会
長
を
通
じ
て
周
知
し
た
。
�

　
各
支
所
別
の
要
望
件
数
は
、
高

瀬
40
件
・
山
本
15
件
・
三
野
8
件
・

豊
中
12
件
・
詫
間
25
件
・
仁
尾
11

件
・
財
田
15
件
で
、
計
1
2
6
件

で
あ
る
。
�

■問
　
予
算
オ
ー
バ
ー
し
た
積
み
残

し
申
請
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。
さ
ら
に
、
積

み
残
し
と
な
っ
た
各
申
請
事
業
に

つ
い
て
は
、
公
正
を
保
つ
べ
く
補

正
し
て
で
も
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。
�

■答
　
今
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
要

望
が
多
く
、
国
県
の
補
助
金
が
増

額
さ
れ
、
予
算
規
模
以
上
に
事
業

が
採
択
さ
れ
た
場
合
は
、
補
正
も

検
討
す
る
。
�

■問
　
平
成
22
年
1
月
の
市
長
選
に

出
馬
さ
れ
る
の
か
。
�

■答
　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
の
な
ら
、
引
き
続
き

こ
の
重
責
を
担
っ
て
ま
い
り
た
い
。
�

■問
　
幼
稚
園
・
小
学
校
の
統
廃
合

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
順
調
に
い
け
ば
22
年
度
ぐ
ら

い
か
ら
、
検
討
委
員
会
を
立
上
げ

協
議
し
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
学
校
給
食
に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
本
年
度
検
討
委
員
会
を
立
上

げ
2
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
辻
・

詫
間
小
学
校
と
豊
中
給
食
セ
ン
タ

ー
の
視
察
研
修
を
し
た
。
単
独
方

式
・
セ
ン
タ
ー
方
式
に
つ
い
て
も
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。
�

■問
　
今
後
の
三
豊
市
に
つ
い
て
。
�

■答
　
政
治
の
要
旨
は
、
そ
の
地
方

に
住
む
人
た
ち
の
幸
せ
の
総
和
を

大
き
く
し
、
次
の
世
代
が
更
に
そ

れ
を
大
き
く
で
き
る
可
能
性
を
拡

大
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
教
育
。
次
に
様
々
な
理
由
か

ら
社
会
か
ら
外
れ
そ
う
に
な
る
人

を
支
え
・
助
け
、
同
じ
社
会
で
生

活
で
き
る
町
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。
�

■問
　
最
近
は
異
常
気
象
と
地
震
な

ど
に
よ
り
、
全
国
的
に
災
害
が
多

発
し
て
い
る
。
市
内
の
河
川
・
崩

壊
危
険
箇
所
の
点
検
は
で
き
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
状
況
の
現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
地
域
防
災
計
画
・
防
災
マ
ッ

プ
等
で
、
防
災
上
必
要
な
資
料
の

整
備
・
把
握
に
努
め
て
い
る
。
�

市
内
の
自
主
防
災
組
織
は
、
現
在

5
4
2
自
治
会
中
、
2
1
2
の
組

織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
約
40
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
補
助
金

交
付
対
象
事
業
を
拡
大
す
る
な
ど

し
て
、
育
成
強
化
に
努
め
る
。
�

■問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
に
対
し
て
、
市
独
自
の
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
感
染
者
が
20
％
以
上
あ
っ
た

場
合
、
校
医
や
保
健
所
な
ど
と
協

議
し
て
学
級
閉
鎖
を
判
断
す
る
。
�

　
ま
た
、
職
員
の
集
団
感
染
を
仮

定
し
て
、
4
割
の
職
員
数
で
の
業

務
計
画
な
ど
を
早
急
に
策
定
し
て
、

市
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
く
。�

■問
　
本
市
の
水
道
事
業
は
、
給
水

人
口
の
減
少
や
節
水
意
識
の
高
揚
、

安
心
・
安
全
対
策
な
ど
の
確
保
か

ら
、
事
業
の
経
営
は
今
後
厳
し
く

な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
取
水
・

浄
化
・
配
水
・
監
視
施
設
な
ど
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
安
心
の
確

保
か
ら
も
計
画
的
な
改
良
・
更
新

が
必
要
と
考
え
る
が
。
�

■答
　
指
摘
の
よ
う
に
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
基
本
計
画
を
も
と
に
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
、

修
繕
・
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
�

■問
　
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
�

■答
　
整
備
中
の
詫
間
が
完
成
す
れ

ば
七
町
全
て
整
う
が
、
水
道
局
で

監
視
で
き
る
の
は
仁
尾
・
財
田
・

詫
間
の
三
町
の
み
。
一
括
管
理
は

必
要
だ
が
経
費
の
面
で
問
題
。
�

■問
　
経
費
の
面
で
思
い
と
ど
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
事
務
所
移
転

も
含
め
、
今
後
の
た
め
に
シ
ス
テ

ム
を
整
備
す
べ
き
で
な
い
か
。
�

■答
　
事
務
所
移
転
に
関
し
て
は
、

議
会
に
も
意
見
を
伺
い
、
各
方
面

か
ら
検
証
し
た
い
。
�

　9月定例会の一般質問は、9月4日・7日・8日の3日間行われ、市政全般にわたる

諸問題について17人の議員が質問しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿は質問者本人が書いています）

横
山
　
強
 
議
員

多
田
　
治
 
議
員

瀧
本
文
子
 
議
員

小
林
照
武
 
議
員

城
中
利
文
 
議
員

為
広
員
史
 
議
員

鴨
田
　
偕
 
議
員

藤
田
公
正
 
議
員

川
　
秀
男
 
議
員
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■問
　
市
内
の
農
地
整
備
は
不
十
分
、

い
や
出
来
て
い
な
い
地
域
が
多
い
。

県
や
市
の
各
種
農
業
団
体
が
耕
作

放
棄
地
を
減
ら
そ
う
と
努
力
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
耕
作

放
棄
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
要
因

は
何
か
。
ま
た
、
圃
場
整
備
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
、
地
域
へ
与
え

る
影
響
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
先
も

未
整
備
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。
�

■答
　
圃
場
整
備
事
業
は
原
則
1
0
�

0
％
地
元
同
意
が
必
要
で
あ
り
、

三
豊
市
の
水
田
整
備
率
は
45
・
5

％
。
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
つ
い

て
は
、
耕
作
者
の
高
齢
化
・
不
在

地
主
の
増
加
等
、
人
的
要
素
が
大

き
い
。
地
域
へ
与
え
る
影
響
と
し

て
は
、
農
業
へ
の
取
り
組
み
が
意

欲
的
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
私
的
所
有
権
の
問
題
・

水
利
慣
行
問
題
・
後
継
者
問
題
・

農
産
物
の
価
格
低
迷
等
、
様
々
な

問
題
要
素
が
重
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
耕
作
者
の
皆
さ
ま
の
意
欲
と

行
政
が
、
ど
う
接
点
を
も
っ
て
い

く
か
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
�

�

■問
　
三
豊
市
が
実
施
す
る
国
保
一

部
負
担
金
減
免
制
度
と
は
。
�

■答
　
資
産
や
融
資
等
を
活
用
し
て

も
生
活
が
著
し
く
困
難
で
、
震
災
・

風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ

り
資
産
等
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ

た
場
合
、
干
ば
つ
、
冷
害
等
に
よ

り
農
作
物
の
不
作
等
で
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た
場
合
、
事
業
ま
た

は
業
務
の
休
廃
止
や
失
業
等
に
よ

り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

な
ど
に
、
世
帯
主
の
申
請
で
減
免

さ
れ
る
。
免
除
の
基
準
は
、
生
活

保
護
法
の
実
収
月
額
が
基
準
生
活

費
の
1
1
0
％
以
下
の
世
帯
は
一

部
負
担
金
が
免
除
と
な
る
。
�

■問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
し
て
、
短
期
保
険
証
の
き
れ
た

加
入
者
も
含
め
て
加
入
者
全
員
に

保
険
証
交
付
が
必
要
で
は
な
い
か
。
�

■答
　
保
険
証
の
大
切
さ
と
国
民
健

康
保
険
の
助
け
合
い
の
制
度
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
、

税
滞
納
者
で
も
医
療
を
受
け
る
必

要
が
生
じ
た
場
合
は
、
短
期
保
険

証
を
交
付
す
る
。
福
祉
関
係
部
局

と
の
連
携
も
密
に
す
る
。
�

■問
　
市
長
が
一
貫
し
て
支
持
す
る

小
泉
路
線
。
公
務
員
の
削
減
・
民

営
化
を
推
し
進
め
る
小
さ
な
政
府

論
。
役
所
に
頼
ら
ず
、
自
ら
の
事

は
自
ら
行
う
事
を
強
要
す
る
自
助

自
立
論
。
す
べ
て
が
競
争
の
市
場

万
能
主
義
経
済
等
、
こ
れ
ら
諸
政

策
が
小
泉
路
線
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
断
行
し
た
小
泉
政
権
以
降
の
自
・

公
政
権
に
、
国
民
は
先
の
総
選
挙

で
ノ
ー
の
意
思
を
示
し
た
。
小
泉

支
持
を
自
認
す
る
市
長
か
ら
見
て

政
権
交
代
の
要
因
は
何
か
。
�

■答
　
小
泉
内
閣
の
構
造
改
革
論
は
、

基
本
的
に
は
い
ま
だ
に
正
し
い
と

思
う
。
た
だ
、
郵
便
局
関
係
と
地

方
だ
け
が
激
し
い
痛
み
を
受
け
る

改
革
で
、
自
ら
の
痛
み
の
番
に
な

る
と
2
度
も
自
民
党
内
閣
を
投
げ

出
し
、
先
に
進
め
な
か
っ
た
こ
と
。

こ
れ
が
自
民
党
に
ノ
ー
を
突
き
付

け
た
最
大
の
原
因
だ
。
�

■問
　
今
後
も
市
政
を
小
泉
路
線
の

論
理
・
手
法
で
行
う
の
か
。
�

■答
　
国
・
地
方
も
、
1
8
0
度
発

想
を
変
え
る
時
代
で
は
な
い
か
。
�

※
 
他
に
4
問
質
問
し
た
�

■問
　
自
治
会
長
申
請
事
業
の
公
平

性
の
担
保
の
た
め
、
申
請
事
業
計

画
表
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
。
�

■答
　
事
業
の
進
め
方
・
事
業
の
順

番
な
ど
、
よ
り
市
民
説
明
が
で
き

る
方
法
を
検
討
し
た
い
。
�

�■問
　
任
期
中
に
原
下
工
業
団
地
の

負
債
8
億
8
千
万
円
市
民
説
明
を
。

■答
　
任
期
中
に
と
の
提
言
、
重
要

な
世
論
と
受
け
止
め
た
い
。
�

�■問
　
67
億
6
千
万
円
の
基
金
（
蓄

え
）
を
背
景
に
、
ご
み
処
理
施
設
・

火
葬
場
・
永
康
病
院
移
転
建
設
等

の
箱
物
計
画
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、

市
長
選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
き

込
む
べ
き
。
�

■答
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は

絶
対
必
要
な
も
の
。
斎
場
は
誰
も

が
使
う
も
の
。
公
共
投
資
と
し
て

は
投
資
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
�

■問
　
市
長
と
議
会
だ
け
民
主
主
義

か
ら
、
家
族
会
議
型
に
転
換
を
。
�

■答
　
新
し
い
時
代
の
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
は
価
値
観
転
換
必
要
。
�

■問
　
造
成
地
管
理
業
務
に
つ
い
て
。
�

■答
　
芝
生
面
積
が
約
6
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
い
う
、
四
国
で
も
有
数
の
広

さ
を
誇
っ
て
お
り
、
こ
の
芝
生
広

場
は
多
目
的
利
用
が
可
能
と
考
え

て
い
る
。
整
備
水
準
は
、
雑
草
が

生
え
る
こ
と
を
可
と
し
て
刈
り
込

み
を
行
い
、
全
面
に
芝
生
と
雑
草

が
混
ざ
り
あ
っ
て
生
い
茂
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
供
用
開
始

は
来
年
度
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
。
�

■問
　
施
設
管
理
の
建
物
に
つ
い
て
。
�

■答
　
す
で
に
少
年
サ
ッ
カ
ー
等
よ

り
問
合
せ
を
受
け
て
お
り
、
利
用

ニ
ー
ズ
は
高
い
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
・

事
務
室
・
機
械
器
具
の
格
納
庫
・

ト
イ
レ
等
の
施
設
が
必
要
と
考
え

て
い
る
が
、
多
額
の
費
用
も
か
か

る
こ
と
か
ら
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
等
を
研
究
し
て
お
り
、
具
体

的
な
話
が
整
い
し
だ
い
、
議
会
に

協
議
申
し
上
げ
、
実
現
に
向
け
て

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

し
ば
ら
く
の
猶
予
を
お
願
い
し
た

い
。
�

■問
　
詫
間
幼
稚
園
の
運
動
場
は
平

成
8
年
に
運
動
場
に
プ
ー
ル
が
設

置
さ
れ
た
た
め
、
幼
稚
園
設
置
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
思
う
が
。
�

■答
　
幼
稚
園
の
運
動
場
に
つ
い
て

は
小
さ
な
子
供
に
と
っ
て
は
、
た

く
さ
ん
の
子
供
た
ち
と
伸
び
伸
び

と
遊
ぶ
事
が
学
習
で
あ
り
、
そ
し

て
、
そ
の
場
所
が
運
動
場
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
確
保
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
す
こ
と
は
使
命
で
あ

る
と
考
え
る
。
現
在
調
査
費
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
大
変
複
雑
な
要

素
を
持
っ
て
い
る
が
、
解
消
に
向

け
て
検
討
す
る
。
�

■問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
。
�

■答
　
現
在
高
齢
者
へ
の
季
節
性
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
新
型
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
国
の
方

針
で
第
一
に
、
医
療
関
係
者
・
妊

婦
・
乳
幼
児
・
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
・
若
年
層
と
な
り
、
助
成
に
つ

い
て
は
今
後
観
音
寺
市
、
三
観
医

師
会
と
協
議
の
う
え
予
算
化
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
�

■問
　
こ
の
事
業
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
事
業
者
の
報
酬
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
近
接
自
治
体
と

の
比
較
で
、
そ
の
単
価
が
低
く
設

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
が
利
用

し
に
く
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

報
酬
体
系
改
定
を
求
め
る
。
�

■答
　
今
年
度
、
支
援
法
で
人
材
確

保
の
た
め
、
人
件
費
の
見
直
し
や

報
酬
加
算
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

利
用
し
や
す
い
制
度
と
す
る
た
め
、

当
事
業
の
報
酬
体
系
も
、
近
接
自

治
体
と
同
程
度
と
す
る
よ
う
、
来

年
度
改
定
に
向
け
検
討
す
る
。
�

■問
　
昨
年
十
二
月
議
会
で
、
空
き

家
廃
屋
対
策
の
同
じ
質
問
を
し
た
。

「
管
理
者
に
対
し
、
指
導
・
勧
告
・

命
令
・
措
置
等
の
条
例
制
定
の
可

能
性
を
検
討
す
る
」
と
の
答
弁
だ

っ
た
。
以
後
の
調
査
研
究
の
成
果

を
問
う
と
と
も
に
、
実
態
調
査
実

施
の
有
無
を
問
う
。
�

■答
　
実
態
調
査
を
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
と
し
て
来
年
度
行
う
。
そ

の
結
果
資
料
に
基
づ
き
、
当
市
に

ふ
さ
わ
し
い
条
例
の
検
討
を
す
る
。
�

大
平
敏
弘
 
議
員

岩
田
秀
樹
 
議
員

三
木
秀
樹
 
議
員

山
本
　
明
 
議
員

眞
鍋
時
敏
 
議
員

■問
　
市
税
未
済
額
は
毎
年
増
加
し
、

徴
収
率
も
低
下
し
て
い
る
が
、
原

因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
減
少
対
策
は

具
体
的
に
進
ん
で
い
る
の
か
。
�

■答
　
20
年
度
は
、
市
内
で
の
法
人

の
倒
産
が
主
因
。
景
気
悪
化
に
伴

う
担
税
力
低
下
と
、
社
会
全
般
の

モ
ラ
ル
低
下
に
よ
る
個
人
意
識
の

低
下
と
考
え
る
。
対
策
と
し
て
徴

収
体
制
を
見
直
し
、
税
徴
収
職
員

を
増
員
し
た
。
職
員
の
徴
収
能
力

は
向
上
し
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

積
み
重
ね
一
層
研
さ
ん
し
て
20
年

度
実
績
を
上
回
る
よ
う
努
め
る
。
�

■問
　
不
能
欠
損
額
が
毎
年
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
理
由
と
、
今
後
の

具
体
的
減
少
策
は
あ
る
の
か
。
�

■答
　
欠
損
処
理
は
地
方
税
法
に
基

づ
き
適
正
に
処
理
し
て
い
る
。
今

後
は
、
市
内
企
業
の
動
向
把
握
と

情
報
収
集
に
努
め
る
。
ま
た
、
担

当
グ
ル
ー
プ
内
の
職
員
に
は
、
課

せ
ら
れ
た
義
務
を
自
覚
し
て
滞
納

整
理
に
あ
た
れ
る
よ
う
に
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
欠
損
額
の
減

少
に
努
め
る
。
� 藤

田
芳
広
 
議
員

詫
間
政
司
 
議
員

金
子
辰
男
 
議
員

　
政
務
調
査
費
と
は
、
地
方
公

共
団
体
が
条
例
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
議
会
の
議
員

の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
そ

の
議
会
に
お
け
る
会
派
又
は
議

員
に
対
し
、
交
付
す
る
金
銭
的

給
付
を
い
い
ま
す
。
�

　
地
方
議
会
に
お
い
て
も
、
そ

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

審
議
能
力
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地

方
議
会
の
調
査
活
動
基
盤
の
充

実
を
図
る
観
点
か
ら
、
地
方
自

治
法
で
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
政
務
調
査
費
の
額
を

条
例
で
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

特
別
職
報
酬
審
議
会
等
の
第
三

者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
な
ど
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
三
豊
市
に
お
い
て
は
、
平
成

18
年
6
月
に
、
「
政
務
調
査
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
年
額
36
万
円
の

交
付
に
対
し
、
そ
の
政
務
調
査

費
に
係
る
収
入
及
び
支
出
の
報

告
書
の
提
出
を
年
度
末
に
義
務

付
け
て
お
り
、
残
余
額
に
つ
い

て
は
、
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
�

　
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則

の
中
で
、
政
務
調
査
費
の
使
い

道
を
示
し
た
使
途
基
準
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
今
年
6
月
、
不

明
瞭
な
部
分
が
あ
る
と
の
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

員
全
員
で
数
回
の
協
議
を
重
ね
、

議
会
内
に
任
意
の
政
務
調
査
費

審
査
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使

途
基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

透
明
性
及
び
明
確
性
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
�



　三豊市食生活改善推進協議会財田支部主催の男性料理
教室が財田町すこやかプラザコスモスで行われ、35人
の明正クラブ会員が慣れない手つきながら料理に挑戦。
おいしい料理に会話が弾みました。�

料理の楽しさを語る！�料理の楽しさを語る！�

昔ながらの野焼きで弥生土器をつくる�昔ながらの野焼きで弥生土器をつくる�
　三野町の宗吉かわらの里展示館横で、宗吉瓦窯会メン
バー約40人が弥生土器をつくりました。県埋蔵文化財セ
ンターの指導のもと、材木やワラを組み合わせた土製の
窯の中で約3時間焼き上げて土器を完成させました。�
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　10月1日付けで、次の方が人権擁護委員として
法務大臣から委嘱されました。（敬称略）�

　三豊市選挙管理委員会では、平成22年 1月 24
日執行予定の三豊市長選挙・三豊市議会議員選挙
に立候補を予定している人を対象に説明会を開催
します。�

①出席者は、会場の都合により、立候補予定
　者またはその代理人合わせて 3 人以内でお
　願いします。�

②説明会当日には、立候補届出関係諸用紙を
　交付しますので、説明会に出席される人の
　代表者の印鑑を必ずご持参ください。�

　財団法人自治総合センターが実施する
コミュニティ助成事業により、宝くじの
助成金で祭用具を整備しました。�
�

11月30日（月）　午後2時から�
※受付は、午後1時30分から行います。�

市役所西館大会議室�
（三豊市高瀬町下勝間 2373 番地）�

問い合わせ　人権課　☎ 7 3 ー3 0 0 8

山本西自治会�

太鼓台修繕�
（山本町）�

宮太鼓・�
　獅子油単�

（山本町）�

（高瀬町）�
神楽衣装�
・太鼓等�

大上自治会�

田井・�
山奥自治会�

問い合わせ�
三豊市選挙管理委員会事務局(総務課内）�
☎　7 3 ー3 0 0 0

日　　時

場　　所

その他（注意事項）
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������　
9
月
11
日
開
催
の
総
務
常
任
委

員
会
に
は
、
5
議
案
が
付
託
さ
れ

審
議
し
た
。
�

�■問
　
三
豊
市
文
書
館
設
置
条
例
の

制
定
　
ど
の
よ
う
な
文
書
を
置
く

の
か
。
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

委
員
の
構
成
が
変
わ
る
の
か
。
�

■答
　
基
本
的
に
公
文
書
が
主
で
あ

る
が
、
中
に
は
古
文
書
も
あ
る
の

で
、
古
文
書
に
詳
し
い
方
に
も
委

員
を
お
願
い
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
�

■問
　
三
豊
市
事
務
事
業
外
部
評
価

委
員
会
設
置
条
例
の
制
定
　
他
の

委
員
会
等
の
委
員
と
の
重
複
は
な

い
の
か
。
�

■答
　
組
織
、
団
体
の
代
表
者
の
名

前
が
出
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
重

複
は
あ
る
程
度
仕
方
な
い
が
、
広

く
市
民
の
視
点
が
利
く
方
に
お
願

い
す
る
�

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
財
田
西
用
水
改
修
事
業
の
予

算
を
政
策
部
で
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
理
由
。
そ
の
財
源
は

山
本
町
地
域
振
興
基
金
を
利
用
す

る
の
か
、
地
元
負
担
は
無
い
の
か
。
�

■答
　
企
業
誘
致
の
観
点
か
ら
、
政

策
課
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

公
共
性
の
帯
び
た
用
水
路
で
あ
る

の
で
、
山
本
町
地
域
振
興
基
金
の

審
査
委
員
会
で
認
定
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
が
、
基
金
の
運
用

も
お
願
い
し
た
い
。
地
元
負
担
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
は
単
県

事
業
と
し
て
施
行
す
る
予
定
で
、

地
元
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
は
今

後
協
議
す
る
。
�

■問
　
国
の
補
助
金
の
市
町
村
合
併

推
進
体
制
整
備
費
補
助
金
は
、
ま

だ
も
ら
え
る
の
か
。
�

■答
　
合
併
後
の
10
年
間
は
、
7
億

8
千
万
円
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

10
年
間
は
限
度
額
ま
で
も
ら
え
る
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

���　
9
月
14
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
4
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
港
湾
建
設
費
に
お
い
て
、
計

画
で
は
係
留
施
設
の
延
長
が
若
干

短
く
な
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
逆
に

係
留
杭
の
本
数
が
増
え
た
り
、
口

径
が
太
く
な
る
の
は
ど
う
い
っ
た

理
由
か
ら
か
。
�

■答
　
現
況
の
施
設
は
、
単
独
事
業

に
よ
り
最
小
限
の
強
度
で
施
工
し

て
い
る
が
、
今
回
、
国
庫
補
助
を

受
け
る
た
め
、
そ
の
基
準
に
合
わ

せ
て
計
算
し
た
結
果
、
こ
の
様
な

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
�

■問
　
市
道
の
路
線
変
更
　
財
田
川
�

右
岸
管
理
線
の
路
線
変
更
に
伴
い
、
�

県
が
幅
員
4
ｍ
部
分
を
買
収
し
、
�

市
が
1
ｍ
部
分
を
追
加
買
収
す
る
�

と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
事
業
費
負
�

担
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
�

■答
　
市
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
�

な
い
の
は
、
幅
員
1
ｍ
部
分
の
用
�

地
買
収
と
、
こ
の
部
分
の
盛
土
、
�

ま
た
神
田
川
に
架
か
る
橋
の
幅
員
�

1
ｍ
部
分
の
費
用
で
あ
る
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

���　
9
月
10
日
開
催
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
は
、
10
議
案
・
2
請

願
が
付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
（
市
民
部
関
係
）　
墓
所
の
状

況
等
に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
20
年
度
末
現
在
の
状
況
は
、

詫
間
中
央
霊
園
で
5
6
8
区
画
中

2
3
0
区
画
、
久
保
谷
霊
園
で
36

区
画
中
7
区
画
が
残
っ
て
い
る
。

な
お
、
空
き
区
画
に
つ
い
て
は
、

3
〜
4
ヵ
月
に
1
回
、
市
の
広
報

に
掲
載
し
募
集
し
て
い
る
。
�

■問
　（
健
康
福
祉
部
関
係
）　
出
産

祝
い
金
に
つ
い
て
、
な
ぜ
今
補
正

す
る
の
か
。
�

■答
　
平
成
19
年
度
の
実
績
に
よ
り
、

当
初
予
算
を
68
名
で
算
定
し
た
た

め
不
足
が
生
じ
た
。
出
産
祝
い
金

は
、
第
3
子
20
万
円
、
第
4
子
30

万
円
、
第
5
子
以
上
50
万
円
で
、

今
現
在
の
妊
娠
届
け
と
年
度
末
ま

で
の
見
込
み
で
年
間
1
0
4
名
の

出
産
を
見
込
ん
で
補
正
し
た
。
�

■問
　
補
正
額
6
’
1
2
0
万
円
の

子
育
て
応
援
特
別
手
当
と
は
。
�

■答
　
昨
年
度
経
済
対
策
で
、
就
学

前
の
3
歳
・
4
歳
・
5
歳
の
第
2

子
以
降
の
子
ど
も
に
支
給
さ
れ
た

が
、
今
年
度
は
平
成
21
年
3
月
末

で
3
歳
・
4
歳
・
5
歳
の
子
ど
も

全
員
が
対
象
で
、
支
給
額
は
1
人

あ
た
り
3
万
6
千
円
の
予
定
で
あ

る
。�

■問
　（
教
育
委
員
会
関
係
）　
詫
間

小
学
校
が
、
教
員
の
勤
務
時
間
短

縮
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
対

象
と
な
っ
た
根
拠
は
。
�

■答
　
県
か
ら
の
打
診
に
も
よ
る
が
、

学
校
規
模
が
大
き
く
、
検
証
に
適

し
て
い
る
と
思
い
、
こ
ち
ら
か
ら

も
お
願
い
し
た
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
第
2

号
は
継
続
審
査
と
な
り
、
第
3
号

は
「
継
続
審
査
」
及
び
「
採
択
す

べ
き
」
の
両
意
見
が
出
た
た
め
、

挙
手
採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
�

主
な
質
疑
と
答
弁

主
な
質
疑
と
答
弁

主
な
質
疑
と
答
弁

▲　市道の路線変更現場を確認する委員



勇壮！とよなか秋のまつり�
　第5回とよなか秋のまつりがゆめタウン三豊駐車場で開
催され、14台もの地元太鼓台が集結しました。重さ2ト
ン余りの太鼓台を差し上げると、大勢の見物客から大歓
声が上がりました。�

香川県代表として全国大会へ�
　第22回全国スポーツ・レクリエーション祭ゲートボー
ル種目に、香川県代表として出場する選手の皆さんが市長
を表敬訪問しました。（10月17～20日・開催 宮崎県）�
出場選手（敬称略）　�
小野　健児（高瀬町）・三好　一市（高瀬町）�
斉藤　　實（山本町）・次田　義視（山本町）�
中山　　学（高瀬町）・川原　　求（三野町）�
磯崎　義文（三野町）�

　全日本ジュニア新体操選手権大会に出場するミッキー新
体操クラブの選手が市長を表敬訪問しました。�
出場選手（選手5人のうち3人が三豊市出身）（敬称略）�
森川　夢実（三豊中学校3年）・泰田なつみ（仁尾中学校2年）
佐藤ほのか（詫間中学校1年）�

ふるさとの川を守りたい�
　高瀬川流域水環境保全推進協議会
の設立総会が市役所で行われました。
県の「香の川創生事業」の活動として、
高瀬川の流域自治会や衛生組織など
で川の美しい環境づくりに取り組み
ます。�

課題解決！アイデア発表会�
　地域アイデア創作教室の第4回目が
仁尾八朔まつりの会場で行われました。
三豊市少年少女発明クラブが三豊市
の「フルーツ」「お茶」「貯木場」
の課題解決を目指してアイデアを出
し合い発表しました。�

誓いを新たに�
　瀬戸内総合学院の歯科衛生学科2年
生19人の戴帽式が同学院内で行われ
ました。戴帽生は、誓いを新たに三
豊総合病院や近隣の歯科医院で臨床
実習を行います。�

古に思いをはせ「どぶろく」の仕込み�
　笠田小学校の5年生が、宇賀神社で約300年の歴史を持
つ、どぶろくづくりの仕込みを体験しました。県指定有
形民俗文化財の古式醸造用具を使って、毎年、春と秋に
どぶろくづくりが行われています。�

豊かな人生のために�
　「みとよ健康・福祉まつり」がマリンウェーブで開催されました。健康や子
育て、介護などに関する展示・相談や落語家 桂米助さんの講演が行われ、大
勢の人たちが、楽しく健康についての理解を深めました。�

若き伝統継承者�
　高瀬町の麻部神社で地域の若者に
よる神楽が奉納されました。12の演
目のうち、太刀の舞を舞うのは、麻
幼稚園5歳児の原田隼斗くん。舞歌も
すぐに覚え、見事な舞をみせました。�

八朔人形まつり2009

張子虎づくりに挑戦�
　三野町の田井民芸で「香川まちめぐり てくてくさぬき
張子虎づくり体験」が行われました。香川の伝統工芸士の
田井艶子さんの指導のもと、参加者は約12cｍのかわいい
張子虎を作りました。�

　詫間町紫雲出山山頂で、三豊市観光協会主
催による「夕日のコンサート」が行われました。
夕日を背に、県立農業経営高校の生徒が、部
活動で行っている「拓心太鼓」を披露。訪れた
大勢の人たちの心に深くしみいりました。�

心にしみる太鼓の響き�
　財田町の渡辺ハルヱさ
ん（100歳）宅を市長が訪問。
日ごろは菜園場で作業し
ていること、週2回のデイ
サービスを楽しみにして
いることなどを元気に話
していました。�

百歳バンザイ！�

ミッキー新体操クラブ全国大会へ�

　仁尾町では、毎年、男女の節句を一緒に祝い、その元
気な成長を願って民家の一角に人形飾りや手作りで歴史
上の名場面を再現しています。昔の面影を残すまち並み
の中を大勢の人たちが散策して楽しみました。�

はりこのとら�

たいぼうしき�



七宝山トンネル
② 地蔵寺(父母地蔵）��
　　　　　5.1km

⑦ クロガネモチの木��
　（休憩・眺望場所）�

⑧ たくまポートメモリアルパーク�
　　　　　12.4km

① 七宝山トンネル出口��
　　　　　3.4km

ＪＲ比地大駅�
集合� 地点�

⑥ 仁尾八朔人形まつり��
　  エリア�　　�

14.2kmＪＲ詫間駅�
地点�

④ 天ぷら屋�

⑤ パン屋�

仁尾文化会館��
　　7.5km

③ 古木里庫��
　　　6.3km

詫間峠�
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里
庫
」
や
仁
尾
の
う
ま
い
も
ん
な
ど
、
十
分

に
楽
し
め
た
か
な
？
帰
り
は
、
峠
越
え
な
ど

距
離
も
あ
り
、
少
し
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
お

も
し
ろ
い
コ
ー
ス
だ
っ
た
ね
。
今
後
も
お
も

駅
ま
で
約
7�
km
。
頑
張
っ
て
行
こ
う
！
　
　

　
　
峠
手
前
の
松
兼
池
の
ほ
と
り
で
休
憩
を

取
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
見
え
る
仁
尾
の
町
と
、

海
に
浮
か
ぶ
蔦
島
は
最
高
！�

　
　
本
当
、
ト
ン
ネ
ル
を
挟
ん
で
景
色
が
ま

っ
た
く
違
う
ね
。�

　
　
そ
う
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
先

生
の
お
気
に
入
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ん
だ
か
ら
。

こ
の
場
所
は
夕
日
も
最
高
な
ん
だ
よ
。
休
憩

し
て
元
気
を
取
り
戻�

し
て
か
ら
出
発
。�

　
　
目
の
前
に
広
が�

る
海
を
見
な
が
ら
、�

ル
ン
ル
ン
気
分
の
下�

り
で
し
た
。�

　
　
さ
あ
、
み
か
ん�

ロ
ボ
を
過
ぎ
た
ら�

「
父
母
の
お
地
蔵
さ�

ん
、地
蔵
寺（
②
）」に�

着
い
た
ね
。
こ
こ
は
、�

身
代
わ
り
地
蔵
と
し�

て
多
く
の
人
が
お
参�

り
に
く
る
ん
だ
よ
。�

　
　
お
寺
の
中
に
大�

き
な
数
珠
が
あ
っ
た�

よ
。�

　
　
僕
は
、
景
色
に
お
ど
ろ
い
た
よ
。
父
母

ヶ
浜
と
蔦
島
、
そ
の
先
に
紫
雲
出
山
が
一
望

　
　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
歩
道
も
広
く
照
明
も

あ
る
か
ら
安
心
だ
ね
。�

　
　
よ
う
や
く
出
口
（
①
）。
正
面
に
広
が
る

海
が
、
す
ご
く
き
れ
い
だ
っ
た
！�

で
き
た
よ
。�

　
　
次
は
、
古
木
里
庫
（
③
）。
こ
こ
は
、
古

民
家
解
体
時
に
出
た
廃
材
を
集
め
た
レ
ト
ロ

な
空
間
な
ん
だ
。
懐
か
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
ん
だ
。�

　
　
館
内
は
お
宝
な

雰
囲
気
が
ぷ
ん
ぷ
ん
。

　
　
古
材
で
作
っ
た

ア
ー
ト
の
数
々
。
特

に
行
燈
が
良
か
っ
た

わ
〜
。�

　
　
さ
あ
〜
お
楽
し

み
の
う
ま
い
も
ん
。

地
元
で
人
気
の
天
ぷ

ら
屋
（
④
）
と
パ
ン

屋
へ
。�

　
　
待
っ
て
ま
し
た
。

匂
い
に
誘
わ
れ
て
、

自
然
に
早
足
で
歩
い

た
ね
。
ま
ず
は
天
ぷ

ら
か
ら
。�

　
　
出
来
立
て
ア
ツ

ア
ツ
の
天
ぷ
ら
は
最
高
！
。
作
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
見
学
で
き
た
よ
。�

　
　
さ
あ
、
次
は
お
ば
あ
さ
ん
が
一
人
で
ま

ご
こ
ろ
込
め
て
焼
い
て
い
る
パ
ン
屋
（
⑤
）で

出
来
立
て
の
パ
ン
を
い
た
だ
い
た
ね
。�

　
　
揚
げ
パ
ン
が
最
高
だ
っ
た
わ
。�

　
　
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
よ
。�

　
　
八
朔
人
形
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
（
⑥
）

に
到
着
。
昼
食
タ
イ
ム
。�

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い
�

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
商
工
観
光
課
　
☎
62
・
1
1
2
9

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、�

Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス�

で
三
豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。�

　
　
お
久
し
ぶ
り
「
喜
田
道 

帰
（
き
た
み
ち

か
え
る
）」
で
す
。
寄
道
先
生
が
修
学
旅
行
で

不
在
の
た
め
、
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
紹

介
し
ま
す
。�

　
Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅
に
集
合
。
秋
だ
と
い
う
の

に
大
変
暑
い
日
だ
っ
た
ね
。�

　
　
ス
タ
ー
ト
し
て
軽
い
登
り
道
が
続
い
た

の
で
、
暑
く
て
大
変
だ
っ
た
。�

　
　
そ
う
だ
ね
。
本
当
に
暑
か
っ
た
。�

駅
か
ら
20
分
も
歩
く
と
、
七
宝
山
ト
ン
ネ
ル

の
入
口
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
中

を
約
1.5�
km
進
み
ま
し
た
。�

�

　
全
国
で
も
珍
し
い
、
馬
節
句
と
雛
祭
り
を

一
緒
に
祝
う
祭
り
で
、
町
中
の
あ
ち
こ
ち
に

物
語
に
ち
な
ん
だ
ジ
オ
ラ
マ
を
展
示
し
て
い

る
ん
だ
よ
。�

八
朔
人
形
ま
つ
り
見
学
の
た
め
自
由
行
動
に
。�

　
　
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
い
ろ
ん
な
売
店
が

出
て
い
て
、
僕
は
車

海
老
の
網
焼
き
を
食

べ
た
よ
。
お
い
し
か

っ
た
。�

　
　
歩
く
ん
は
食
べ

て
ば
っ
か
り
。
私
は

人
形
展
示
の
会
場
を

回
っ
て
き
た
よ
。
き

れ
い
だ
っ
た
わ
。�

　
　
ま
つ
り
会
場
を

あ
と
に
し
て
、
さ
ぬ

き
浜
街
道
の
詫
間
峠

を
越
え
て
Ｊ
Ｒ
詫
間

　
　
大
き
な
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ（
⑦
）の
木
陰

は
、
涼
し
い
風
が
吹

い
て
い
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
よ
！�

　
　
途
中
、
た
く
ま

ポ
ー
ト
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク（
⑧
）で
神
戸

の
よ
う
な
雰
囲
気
を

味
わ
っ
た
わ
。�

　
　
今
回
は
、
全
国

的
に
も
例
を
見
な
い

「
仁
尾
八
朔
人
形
ま

つ
り
」
を
中
心
に
、

不
思
議
空
間
「
古
木

　
父
母
の
地
名
の
由
来
は
、
地
蔵
寺
の

身
代
わ
り
地
蔵
さ
ん
か
ら
付
い
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
仁
尾
は
古
く
か
ら
港
町
と

し
て
栄
え
、
古
い
町
並
み
や
伝
統
の
味

な
ど
が
豊
富
に
あ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
揃
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

地
蔵
寺
住
職�

 

　
木
村
法
住
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

⑦ 松兼池ほとりのクロガネモチの木�

④ 出来立てアツアツの天ぷらは最高！�

① 七宝山トンネル出口からは絶景が見渡せます�

⑥ 八朔人形まつりのジオラマ�

※
Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
か
ら
は
、詫
間
線
、仁
尾
線
、�

　
三
野
線
、
高
瀬
仁
尾
線
、
詫
間
三
野
線�

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
財
田
高
瀬
線
、高
瀬
観
音
寺
線
（
J
A
比
�

　
地
大
支
店
バ
ス
停
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

し
ろ
い
企
画
や
コ
ー
ス
を
作
っ
て
、
み
ん
な

を
楽
し
ま
せ
る
と
す
る
か
。
お
っ
ほ
ん
。�

ち
ち
ぶ�

あ
ん
ど
ん�

こ
き
り
こ�



事 業 名 �

事業主体�

対象施設�

受益戸数�

�

事 業 費 �

�

�
規　　模�

�

補 助 率 �

単独県費補助�
土地改良事業�

市、土地改良区�

農道、かんがい施設、ため池、ほ場整備、�
畑かん施設�

2 戸以上�

100 万円以上�

（農道）�
幅員4ｍ以上、その�
他補助要件を満たし�
ていること�

県補助率�
　50％�
市補助率�
　20％以内�

（農道、かんがい�
排水、ため池）�
20万円～120万円�
（畑かん施設）�
10万円～ 50万円�

（農道）�
幅員 2 ｍ以上�
（畑かん施設）�
県営事業以上�

（農道、かんがい�
排水、ため池）　�
　　35％以内�
（畑かん施設）�
　　50％以内�

地区代表者�

市 単 独 補 助 �
土地改良事業�

　本山小学校の3年生から6年生の95人が地元特産品で
あるブロッコリーの苗植えをしました。畑は地元の大西
啓幸さんが世話をする休耕田を利用した『なかよし畑』。
収穫が楽しみですね。�

　下高瀬幼稚園と吉津幼稚園の園児が交通安全キャンペ
ーンを行いました。沿道を元気よくパレードしたあと、
運転手一人ひとりに手作りのマスコットを手渡して安全
運転をお願いしました。�

　「男女共同参画推進会議 in 阿南（徳島市）」に、三豊市
男女共同参画推進ネットワーク会議の会員21人が参加し、
防災、介護、まちづくり、いのちと性、食育の5つの分
科会や講演に熱心に耳を傾けました。�
�

　「秋の全国交通安全出発式」が三豊警察署前で行われ、
三豊交通安全協会の会員が出席しました。詫間町粟島で
おなじみの廃ブイを使って制作した安全地蔵がお目見え。
愛らしい表情とことばで、安全運転を呼びかけました。�

粟島ブイ人形が交通安全を呼びかけ�粟島ブイ人形が交通安全を呼びかけ�

ブロッコリー苗を植えました�ブロッコリー苗を植えました� まちづくりへのヒントをつかむ�まちづくりへのヒントをつかむ�

安全に運転してね�安全に運転してね�
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　平成22年度の土地改良事業の申請を、各支所事
業課（豊中は農業振興課）で受け付けています。�
　詳しくは、農業振興課または各支所事業課へお
問い合わせください。�

　所得税法の改正により、国民年金保険料を社会

保険料控除として申告する場合に、1年間に納付し

た額を証明する書類の添付や提示が義務付けられ

ました。�

　このため、生命保険会社等が発行する控除証明

書と同様の「社会保険料（国民年金保険料）控除

証明書」を発行します。1年間に納付した国民年金

保険料の額を証明する「社会保険料（国民年金保

険料）控除証明書」（ハガキ）は、社会保険庁から

11月上旬に送付されます。�

　確定申告の際、社会保険料控除として国民年金

保険料を申告する場合には、必ずこの証明書また

は領収証書が必要となりますので、申告を行うま

で大切に保管してください。�

　証明内容は、1月1日から9月30日までの納付

額と当年中に納付が見込まれる場合の納付見込額

です。10月１日から12月31日までの間に初めて

保険料を納付した人については、翌年2月上旬に

同様の証明書が送付されます。�

田植機・コンバイン・トラクターなどの所有者は�

税務課または各支所市民サービス課�

市内に住民票のある人�
1世帯 1基�

問い合わせ　農業振興課　☎ 6 2 －1 1 2 8

　家庭から排出される生ごみの減量化・資源化を
促進するため、電気式生ごみ処理機の購入費の一
部を助成しています。�

問い合わせ　税務課　☎ 7 3 ー3 0 0 6 問い合わせ　環境衛生課　☎ 7 3 －3 0 0 7

問い合わせ�
香川社会保険事務局善通寺事務所�
☎ 0 8 7 7 －6 2 －1 6 6 0

11月2日から平成22年3月13日まで�
平日午前8時30分～午後5時15分�
月曜日のみ午前8時30分～午後7時�
�

専用ダイヤル　☎0570－070－117

　乗用の田植機、コンバ

インおよびトラクターな

ど（※農耕用小型特殊自

動車）を所有している人は

道路を走行するしないに

かかわらず市へ登録することが義務付けられてい

ます。�

　現在、登録されていない車両を所有している人は

早めに登録手続きをしてください。手続き後、緑

色のナンバープレートを交付しますので登録した

車両に取り付けてください。�

・印鑑�

・車両の販売証明書、保証書等（お持ちでない

場合は税務課までお問い合わせください）�

※農耕用小型特殊自動車とは、農耕作業に使用

する目的で製造された車両のことで、所有者

にはその使用の有無にかかわらず軽自動車税

が課税されます。�

受 付 場 所

必要なもの�

　購入価格の2分の1以内で、上限20,000円。（補
助額について 1,000 円未満の端数は切り捨て）�
※補助対象は本体のみです。配送料やポイント
カードの値引き分等は含みません。�

補 助 額 �

①申請書�
②領収書（購入者、購入日、メーカー名、型式、購入
金額および販売店を確認することができるもの）�

③カタログ等（処理機の種類、名称、メーカー
名および型式を確認することができるもの）�

提 出 書 類 �

対 象 �

購入後 1年以内に関係書類を提出�

申 請 方 法 �

環境衛生課または各支所市民サービス課�

提 出 先 �



　三豊市上下水道工事業協同組合と共同で水道局震災対
策訓練が豊中町地域子育て支援センターで行われました。
道上上自主防災組織、比地大小学校および笠田小学校など
の児童も参加して、配水管の破損事故復旧訓練や応急給水
に対応するための訓練を行いました。�

　赤い羽根共同募金キャンペーンがゆめタウン三豊で
行われました。介護予防レンジャーも駆けつけて募金
を呼びかけ、多くの皆さんから善意の募金をいただき
ました。�

赤い羽根共同募金キャンペーン�赤い羽根共同募金キャンペーン�

大規模地震に備える！�大規模地震に備える！�
　農業協同組合、農業共済組合、土地改良区および市議会
からそれぞれ推薦を受けた7人に、三豊市農業委員会委員
の選任書が交付されました。市議会から推薦された4人は
すべて女性で、三豊市で初めての女性農業委員となります。�

女性農業委員誕生�女性農業委員誕生�

交通安全を呼びかけ�交通安全を呼びかけ�
　財田幼児教育センターの3・4・5歳児102人が、財田
支所前で交通安全パレードとキャンペーンを行いました。
運転手一人ひとりに財田の栗のマスコットを手渡し、安
全運転を呼びかけました。�
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▼
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0

（
文
）
三
豊
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会�

会
長
　
香
川
大
学
　
加
野
芳
正
教
授�

　
1
9
4
5
年
、
女
性
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
64
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
夏
の
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
女
性
の

当
選
者
数
は
54
人
（
11.
2
％
）、
2
0
0
5
年
は
45
人
（

9.4
％
）
で
す
か
ら
、わ
ず
か
9
人
（
1.8
％
）
の
増
で
す
。
選

挙
の
た
び
に
増
え
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
全
体
の
1
割
程

度
で
す
。
国
会
議
員
に
限
ら
ず
、
わ
が
国
で
は
指
導
的
立
場

に
あ
る
女
性
の
割
合
が
低
く
、
他
の
先
進
国
と
比
較
し
た
女

性
の
参
画
は
著
し
く
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
人
口

の
半
分
を
占
め
る
女
性
の
意
見
が
政
治
や
行
政
の
場
に
反
映

さ
れ
に
く
く
、
女
性
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
機
会
が

限
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
こ
で
国
は
、「
2
0
2
0

年
ま
で
に
30
％
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、
目

標
達
成
に
向
け
て
動
き
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
国
会
の
場
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
豊
市
議
会
や
市
役

所
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も
、
本
当
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
は
、

市
役
所
の
女
性
管
理
職
を
平
成
19
年
度
の
4.3
％
か
ら
、
平

成
24
年
に
は
5
％
に
増
や
す
と
い
う
目
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
の
推
進
で
は
、
理
想
を
高
く
掲
げ
、

現
実
を
変
え
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
前
に
向
か
っ
て
進

む
こ
と
が
大
事
で
す
。�

　9月 30日の任期満了に伴う三豊市農業委員会委員選挙が
行われ、40人の委員が新しく選ばれました。�
�　また、農業協同組合、農業共済組合、土地改良区および
市議会の推薦を受けて7人の委員が選任されました。�

No.2

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会
�

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
き
ゅ
う
�

62-1115�

62-1116

☎

☎

一般用�

少年相談�

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
�

　
こ
れ
ま
で
の
規
則
で
は
、自
転

車
は
『
道
路
交
通
法
』
上
、
車
両
と

し
て
扱
わ
れ
、し
て
は
い
け
な
い
主

な
行
為
と
し
て
、�

○
右
側
通
行
　
○
信
号
無
視�

○
並
進
　
○
一
時
不
停
止
　
○
2
人
乗
り�

○
右
左
折
方
法
違
反
　
○
片
手
運
転(

傘
差
し
、
携
帯
電
話
等)

○
無
灯
火
　
○
飲
酒
運
転
　
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
9
月
1
日
か
ら
『
香
川
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
』

が
改
め
ら
れ
、
主
な
改
正
は
、
次
の
3
項
目
で
す
。�

●
傘
差
し
運
転
の
禁
止
（
5
万
円
以
下
の
罰
金
）�

●
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
の
禁
止�

　（
5
万
円
以
下
の
罰
金
）�

●
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
の
禁
止�

　（
5
万
円
以
下
の
罰
金
）�

　
育
成
セ
ン
タ
ー
の
補
導
活
動
中
に
、
自
転
車
で
の
2
人
乗
り
や

2
列
並
進
を
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、高
校
生
の
中
に
は
携
帯
電
話
や

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
自
転
車
を
運
転
し
て
い
る
姿

を
時
々
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
、
危
な
い
の
で
注
意
を

促
す
と
と
も
に
、『
細
則
』の
改
正
も
あ
わ
せ
て
伝
え
て
い
ま
す
。�

　
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
の
人
の
い
の
ち

を
守
る
た
め
で
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
で
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
や
他
を
思
い
合

う
心
を
高
め
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
こ
う
し
た
違
反
行
為
を
見

か
け
た
ら
温
か
く
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。�

氏 名 � 自治会�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

三豊市議会推薦�

�

�

�

�

�

�

三豊市議会推薦�

会　長�

�

�

�

�

三豊市三野町土地改良区推薦�

高

瀬

町

�

山

本

町

�

三

野

町

�

片上�

田井�

北郷�

河中�

西之脇�

西村�

樫谷�

高口�

高塚�

郷の岡�

爺神�

本村西�

樫谷�

庄の側�

井出下�

中�

大辻西�

土井�

道上�

南立石�

汐木原�

原�

東浜上�

通免�

宮脇�

下原�

備　考�

山下　　潔�

成行　満雄�

　田　和雄�

　橋　弘貴�

大西　正和�

藤林 忠義�

近藤　好正�

梶　　清司�

森　　昭文�

石川　　博�

小畑　哲雄�

近藤　博幸�

大西　典子�

川崎　秋廣�

豊田　博武�

露原　佳克�

原 　　　毅�

篠原　博行�

宮武信治郎�

大西　道子�

川口 喜夫�

眞鍋　欣之�

関   晴之�

新延 貞義�

岡田 清市�

真鍋　　惠�

氏 名 � 自治会�

�

�

�

�

�

�

�

香川県農業協同組合推薦�

会長職務代理者�

�

�

三豊市議会推薦�

�

�

�

�

�

�

�

三豊農業共済組合推薦�

三豊市議会推薦�

豊

中

町

�

詫
間
町
�
仁
尾
町
�

財
田
町
�

6区�

9区�

財田上�

寺家下1�

小路東�

竹田園�

道上上�

10区�

塩生�

箱�

松崎東�

天満�

柿谷�

南い東�

金坂�

帰来�

久保の下�

正宗�

入樋�

別所�

石野下�

備　考�

大宮　健児�

筒井　正憲�

三好　　昭�

横田　　實�

西宇　幸男�

黒田　正志�

十鳥　　始�

宮崎　博之�

安藤　恒良�

岩田  泱�

續木 桂吉�

白川　温子�

曽根　　修�

今川　精一�

河田　浩次�

皆見　　雄�

大前　宏一�

片山　仍一�

藤田　友一�

伊藤　義輝�

細川 のぶ子�

問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 62ー 1137



保
育
所
や
子
育
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼�
保 育 所 名 �

高瀬中央保育所�

高瀬南部保育所�

山 本 保 育 所 �

三 野 保 育 所 �

豊 中 保 育 所 �

松 崎 保 育 所 �

詫 間 保 育 所 �

須 田 保 育 所 �

仁 尾 保 育 所 �

財 田 保 育 所 �

電 話 番 号 �

7 2 - 5 9 8 6 �

7 4 - 6 2 3 2 �

6 3 - 3 0 1 9 �

7 2 - 5 3 4 3 �

6 2 - 2 0 1 0 �

8 3 - 2 1 1 5 �

8 3 - 2 1 4 3 �

8 3 - 3 0 3 7 �

8 2 - 3 2 9 2 �

6 7 - 2 1 6 0

対 象 年 齢 �

0 歳～ 5 歳�

0 歳～ 3 歳�

0 歳～ 5 歳�

0 歳～ 5 歳�

0 歳～ 2 歳�

0 歳～ 5 歳�

0 歳～ 5 歳�

1 歳～ 5 歳�

0 歳～ 5 歳�

0 歳～ 3 歳�

定員�

120�

45�

90�

90�

12 0�

90�

12 0�

70�

90�

45
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　赤ちゃんとお母さんのスキンシップは、赤ちゃ

んが成長していく上でとても大切です。�

　ベビーマッサージをきっかけにして、赤ちゃん

とのふれあいを深めてみませんか？�

就労等により保護者が昼間家庭にいない現
在小学校1・2年生と来春新入学予定の児童�

申請書は各放課後児童クラブまたは子育て支援課、各
支所市民サービス課にあります。�
市ホームページ（http : //www.c i ty .m i toyo . lg . j p/）
からもダウンロードできます。�

～ベビーマッサージ教室のご案内～�

11月25日（水）�

12月2日（水）・1月27日（水）�

豊中町保健センター�

三野町保健センター�

午前10時～11時30分�
（受付9時45分～）�

2～11カ月の乳児と保護者�

先着15組�

開催日の3～1週間前に電話受付�

バスタオル、フェイスタオル　各１枚�

月～土曜日（日曜、祝日、年末年始を除く）�
※土曜日は希望保育になります。�

学校開校日…放課後～午後6時�
土曜・長期休業日…午前8時～午後6時�
※一部クラブを除く�

月額 3,000 円�

11 月 2 日 ( 月 ) ～ 12 月 28 日 ( 月 ) �
※土・日曜日・祝日を除く�

子育て支援課または各支所市民サービス課�

問い合わせ　学校教育課　☎ 6 2 - 1 1 3 9

問い合わせ　子育て支援課　☎ 7 3 - 3 0 1 6

4歳・5歳児で、幼稚園の保育時間終了後の時間に、家庭の状況等により保育が困難
な家庭の幼児が対象です。希望者は、「預かり保育申請書」「就労証明書」等を提出
してください。�
※豊中幼稚園、大浜幼稚園、箱浦幼稚園は、3歳・4歳・5歳児が対象となります。�

入園対象児�

入園の条件�

3歳児　平成18年 4月2日～平成19年 4月1日生�
4歳児　平成17年 4月2日～平成18年 4月1日生�
5歳児　平成16年 4月2日～平成17年 4月1日生�

市内に住所がある幼児�

預かり保育�

申し込み用紙を各幼稚園に提出してください。            �
※申し込み用紙は、各幼稚園または学校教育課にあります。�
※引き続き保育を受ける園児も入園申し込み（預かり保育申請書）が必要です。�

申 し 込 み �

受 付 期 間 � 11月 4日（水）～18日（水）午前8時30分～午後5時�
※土・日曜日を除く�

入所申込書を希望する保育所または子育て支援課に提出してください。�
※入所申込書等は、各保育所または子育て支援課、各支所市民サービス課にあります。�

市内に住所がある乳幼児で、保護者および同居親族のいずれもが勤務しているなど、
家庭で十分保育できないと認められる場合です。�

保護者の皆さん、お子さんの予防接種は順調に進んでいますか？�
子どもは発育と共に感染症にかかる可能性が高くなります。�
母子手帳で接種履歴を確認して、接種ができていない場合は予防接種を受けましょう。�

　満 1歳以上 3歳未満で、水ぼうそうにかかっておらず、水ぼうそうの予防接種を受けていない
人に、法定外予防接種として実施しています（接種費用9,000円のうち2分の1を市が負担）�

入所対象児�

入所の条件�

0歳児　入所時に生後8カ月を経過した子ども�
1歳児　平成20年 4月2日～平成21年 4月1日生�
2歳児　平成19年 4月2日～平成20年 4月1日生�
3歳児　平成18年 4月2日～平成19年 4月1日生�
4歳児　平成17年 4月2日～平成18年 4月1日生�
5歳児　平成16年 4月2日～平成17年 4月1日生�

申 し 込 み �

保育所一覧�

保 育 時 間 � 午前8時30分から午後4時30分（土曜日は12時 30分）�

受 付 期 間 � 11月 4日（水）～18日（水）午前8時30分～午後5時�
※土・日曜日を除く�
※年度途中の入所を希望している人も、この期間内にお申し込みください。�
　ただし、場合により入所できないこともあります。�

　ワクチンによる副反応の発症の因果関係が認められたことにより、本人またはその保護者が特
に希望する場合にかぎり接種を行うことになっています�

（予防する病気）�

法で決められている期間（標準的な接種年齢を含む）� 標準的な接種年齢�

（結核）�

3
カ
月
�

6
カ
月
�

9
カ
月
�

1

歳

�

5

歳

�

10
　
歳
�

15
　
歳
�

体
調
の
良
い
時
に�

接
種
し
ま
し
ょ
う�
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４１�No. 辻 小 学 校 �

　平成17年7月に施行された食育基本法で、健全な食

生活を実施することができる人間を育てることが規定さ

れました。このことを受けて、学校における食育は、学校

給食を「生きた教材」として活用し、家庭や地域と連携

を図っていくことであると考えて、さまざまなことに取り

組んでいます。�

　本校は、調理場が校舎に併設する単独調理方式です。

清潔なランチルームでは、調理員さんの心と声が伝わる

距離なので、全校生が学校給食を毎日残さず食べること

ができています。�

　この学校給食と関連づけながら、自分自身の食生活（朝

ごはんやおやつなど）を振り返り、遠足などの弁当日には、

選ぶ・手伝う・作るなどの実践力を高めています。また、

全学年で食に関することも学んでいます。�

　家庭との連携では、生活習慣や朝ごはんの食事内容

の改善を目指して、PTA母親部会とともに実施し、わが家

の1品の紹介も含めて、郷土料理や食文化の伝承などを

進めています。�

11月15日（日）午前9時～�

高瀬町体育館（高瀬中学校横）�

200円  ※外国人は無料�

賛助会員、市内およびその周辺に住む外国人�

ソフトバレーや玉入れなど�

11月12日（木）まで�

日　　時

場　　所

参 加 料

対　　象

内 　　容

申し込み

対　　　象

実 施 期 間

自己負担額

対　　　象

自己負担額

日　　時

場　　所

参 加 料

定　　員

申込期間

講　　師

毎週日曜日�

午後2時～4時�

高瀬町公民館�

無料�

日　　時

場　　所

受 講 料

　学校給食を食べる
ことを通して、心身の
健康や感謝の心、食
品を選択する能力を
鍛えています。弁当
日は自分の健康を考
えた食事を実践する
貴重な場となります。�

　毎月19日頃を「校
内食育の日」として、
三豊市内を中心に県
内で生産された食材
を紹介し、感謝の心
や食文化への理解を
深めています。�

問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎ 56 -5121　（マリンウェーブ内・火曜休館）�

肺炎で亡くなる人の95％は高齢者です。接種費用の一部を助成していますので、希望者は健康課へご連絡ください。�

市内に住民票があり、満75歳以上で、肺炎球菌予防接種を受けていない人�
※健康上、接種は一生に1回です。三豊市・観音寺市内の医療機関で接種してください。�

こころに�
と�

問い合わせ　福祉課　☎ 73 ー 3 015

問い合わせ　健康課　☎ 7 3ー 3 014
問い合わせ�

問い合わせ　健康課　☎ 7 3ー 3 014

地域包括支援センター(介護保険課内) 　☎ 73 － 3017

問い合わせ　三豊総合病院 健康管理センター ☎ 52－2726

こころのバリアをはずして�
～精神障がいを理解しよう～�

冬場の生活で気をつけてほしいこと�

11 月 1 日（日）～ 12 月 31 日（木）�

希望する人のみ接種してください。�

1 , 0 0 0 円�

4 , 5 0 0 円�

「冬に向かって血圧チェック」�

日 時

日 時

日 時

11月13日（金）午後2時～3時30分�

11月27日（金）午前10時～正午�

日 時 11月19日（木）午後3時30分～5時�

11月19日（木）午後6時～7時30分�
※ 血糖、尿糖、体脂肪測定をしますので10分前までに�
　 お越しください。�

「塩分を控えておいしく食べよう」�

　精神疾患は、生まれ持った素質・

ストレス対応力・環境などが複雑

に絡み合って発症します。5人に

１人は生涯を通じて何らかの精神

疾患にかかると言われ、誰でもか

かりうる病気と言えます。�

　その症状のために生活のしづらさをかかえている人に対し、

誤解や先入観（こころのバリア）は、その人を傷つけ病状を

悪化させることさえあります。大切なのは、病気をその人の

個性として受け入れ、できないことを支えていくことです。

市では、精神障がいを持った人が地域で安心して生活してい

くための相談に応じています。お気軽にご連絡ください。�

健康知っ得情報�

　入浴は、脱衣所と浴室の温度差、浴槽のお湯の温度などの
影響で、血圧や心拍数が 入浴前 → 入浴中 → 入浴直後 で
大きく変化します。そのため、脳梗塞や心筋梗塞などで意
識を失い、浴槽に沈み込む溺死などの事故が起こることが多
いので注意が必要です。�

各教室とも事前予約が必要です�

11月29日（日）�
午前10時～12時30分�

高瀬町公民館上高瀬分館�
（高瀬町総合体育館横)�

1人500円�

50人（先着順）�

11月11日（水）～ 25日（水）�

崔　榮晋�
チェ　ヨンジン�

① 65歳以上の人（昭和19年11月30日以前に生まれた人）�
② 60～64歳の人で、心臓、じん臓、呼吸器に重い障がいのある人、またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能に重い障がいのある人（身体障害者手帳1級に該当する人）�

※②に該当する人は、身体障害者手帳を持参のうえ、事前に健康課または各支所市民サービス課で
手続きをしてください。�

※生活保護世帯は無料です。被保護者証明書と印鑑を持参のうえ、事前に健康課または各支所市民
サービス課で手続きをしてください。�

・身体の調子が悪い時は入浴を控える�
・一番風呂を避ける�
・かけ湯を行い、長風呂は避ける�
・入浴前後にコップ1杯程度の水分補給をする�
・出入りの際は浴槽のふちや手すりを支えにし、
転倒に注意する�

賛助会員特別イベント�

個人  1,000円�

法人 10,000円�

でき�

三豊のゴーヤ�
を使って�

ネブト�
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�　
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域

社
会
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
？
自
分
の

体
力
や
能
力
、
希
望
に
応
じ
て
働
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

◆
対
　
象
�

　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以
上

　
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
�

◆
主
な
仕
事
�

　
剪
定
、
草
刈
・
草
抜
、
清
掃
、
農

　
作
業
、
施
設
管
理
、
屋
内
軽
作
業

　
ほ
か
�

◆
会
　
費
�

　
年
間
1
’
0
0
0
円
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
高
瀬
　
☎
56
・
2
5
7
0
�

　
山
本
　
☎
63
・
1
2
4
4
�

　
三
野
　
☎
56
・
2
6
2
0
�

　
豊
中
　
☎
56
・
6
2
8
8
�

　
詫
間
　
☎
56
・
5
2
5
8
�

　
仁
尾
　
☎
56
・
9
9
8
0
�

　
財
田
　
☎
56
・
8
3
5
5
�

������◆
日
　
時
�

　
11
月
25
日
（
水
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
�

◆
場
　
所
�

　
豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー
�

◆
相
談
内
容
�

　
就
職
支
援
相
談
�

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
�

◆
対
　
象
�

 
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の

　
人
ま
た
は
そ
の
家
族
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
商
工
観
光
課
�

　
☎
62
・
1
1
2
9
�

���◆
日
　
時
�

　
11
月
15
日
（
日
）
〜
21
日
（
土
）
�

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
�

　
※
た
だ
し
、
土
・
日
は
午
前
10
時

　
　
〜
午
後
5
時
ま
で
�

◆
相
談
電
話
�

　
☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0
�

◆
相
談
員
�

　
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
、

　
人
権
擁
護
委
員
、
高
松
法
務
局
職
員
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
人
権
課
�

　
☎
73
・
3
0
0
8
�

���◆
日
　
時
�

　
毎
月
第
4
金
曜
日
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

◆
場
　
所
�

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

◆
対
　
象
�

　
義
務
教
育
修
了
後
の
「
社
会
的
ひ

　
き
こ
も
り
」
状
態
に
あ
る
青
年
期

　
（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
）
の
子
ど

　
も
を
持
つ
親
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
0
8
7
（
8
0
4
）
5
5
6
6
�

���◆
日
　
時
�

　
11
月
28
日
（
土
）�

　
午
後
1
時
〜
4
時
�

◆
実
施
方
法
�

　
面
談
相
談
（
要
予
約
）、
電
話
相

　
談
の
い
ず
れ
も
可
�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

会
員
募
集
�

救
急
救
命
教
室
�

「
か
が
わ
の
歴
史
」
講
座
�

香
川
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座
�

若
者
自
立
支
援
相
談
�

（
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
�

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
出
張
相
談
）�

◆
面
談
予
約
お
よ
び
相
談
電
話
�

　
☎
0
8
7（
8
2
2
）3
6
9
3
�

◆
場
　
所
�

　
香
川
県
弁
護
士
会
館
�

　
※
「
電
話
機
リ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
リ
ー
ス
被
害
」
は
、
必
要
の

　
な
い
設
備
機
器
や
リ
ー
ス
の
対
象

　
と
な
ら
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

　
い
て
、
高
額
の
リ
ー
ス
契
約
を
さ

　
せ
る
悪
質
商
法
で
す
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
香
川
県
弁
護
士
会
�

　
☎
0
8
7
（
8
2
2
）
3
6
9
3
�

�����◆
日
　
時
�

　
12
月
6
日
（
日
）�

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
�

◆
場
　
所
�

　
観
音
寺
中
央
高
等
学
校
�

◆
講
　
師
�

　
食
物
科
講
師
　
石
川
　
弘
　
氏
�

◆
定
　
員
�

　
25
人
（
先
着
順
）
�

◆
参
加
料
�

　
5
0
0
円
（
当
日
集
金
）
�

◆
持
参
物
�

　
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
�

◆
申
し
込
み
開
始
�

　
11
月
10
日
（
火
）
〜
�

 
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
港
湾
水
産
課
�

　
☎
83
・
8
8
0
6
�

��◆
日
　
時
�

　
11
月
8
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
�

◆
場
　
所
�

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
63
・
1
0
4
1
�

��◆
日
　
時
�

　
11
月
5
日
（
木
）、
12
日
（
木
）、

　
19
日
（
木
）　
午
後
1
時
30
分
〜
�

◆
場
　
所
�

　
宗
吉
か
わ
ら
の
里
展
示
館
�

◆
内
　
容
�

　
香
川
県
の
誕
生
、
人
類
の
誕
生
と

　
氷
河
期
、
2
万
年
前
の
瀬
戸
内
な
ど
�

◆
講
　
師
�

　
宗
吉
か
わ
ら
の
里
展
示
館
館
長
�

　
渡
部
　
明
夫
　
氏
�

◆
定
　
員
�

　
40
人
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
野
町
公
民
館
�

　
☎
73
・
3
1
1
4
�

���◆
日
　
時
�

　
11
月
28
日
（
土
）�

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
�

◆
場
　
所
�

　
財
田
町
公
民
館
�

◆
対
　
象
�

　
市
内
外
の
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
�

◆
定
　
員
�

　
20
人
（
先
着
順
）
�

◆
参
加
料
�

　
材
料
費
5
0
0
円
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
11
月
18
日
（
水
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
財
田
町
公
民
館
�

　
☎
67
・
0
1
0
8
�

��◆
講
座
名
�

　
は
じ
め
て
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

◆
日
　
時
�

　
12
月
23
日
（
水
・
祝
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
�

◆
場
　
所
�

　
香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
�

◆
対
　
象
�

　
中
学
生
ま
た
は
小
学
校
高
学
年
の

　
親
子
（
家
庭
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操

　
作
を
行
っ
て
い
る
親
子
に
限
る
）
�

◆
定
　
員
�

　
8
組
�

◆
申
し
込
み
期
間
�

　
11
月
24
日（
火
）〜
12
月
18
日（
金
）�

　
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
香
川
高
等
専
門
学
校
�

　
☎
83
・
8
5
1
1

11
月�
の�

三
豊
市
メ
ー
ル
配
信
�

サ
ー
ビ
ス
実
施
中
�

登
録
は
こ
ち
ら
▼
�

問い合わせ　�
三野町イベント推進協議会�
大坊市実行委員会 �
☎73-3113

▼
�

11月21日（土)�
午前9時～午後6時（イベントは午後4時まで）�
たからだの里さいた物産館周辺�

　仁尾地域の古い町並みには、江戸時代から伝わる
屋号などの“歴史”や、中華そば・天ぷらなどの“懐
かしい食文化”が今も残っています。「お徒歩ガイド」
と一緒に巡るモニターツアーの参加者を募集します。�

☆ 市内在住で18歳以上の人�
☆ ハガキまたはFAXで、氏名、フリガナ、住所、年齢、
　 電話番号、応募動機、Ａ班かＢ班の別を記入のうえ、 
　 応募ください。（1枚につき2人まで応募できます）�

11月18日（水)�
Ａ班10:30～13:30　Ｂ班11:00～14:00�
仁尾町文化会館�
各10人（人数を超えた場合は抽選）�
無料�
11月9日（月）必着�

11月14日（土)�
午前9時30分�
ＪＲ予讃線詫間駅�
約13.3ｋｍ（約6時間30分）�

�
昼食として800円で鯛めし弁当の予約ができます�
11月12日（木）�

日　時�

場　所�
コ ー ス�

コ ー ス�

日　　時�

日　　時�

集合場所�

集合場所�

集合場所�

募集人数�

参 加 料�

応募締切�

締め切り�

締め切り�

そ の 他 �

12月5日（土）午前9時40分�
ＪＲ土讃線讃岐財田駅�
約17.8ｋｍ（約7時間）�

�
12月3日（木）�

日　　時�

申し込み・問い合わせ　商工観光課　☎62-1129▼
� 申し込み・問い合わせ　�

商工観光課　☎62-1129  FAX 62-1017

▼
�

問い合わせ　たからだの里さいた　☎67-3883�
           　 　財田支所事業課　　　☎67-0104

▼
�

フルーツ王国三豊 山里財田のみかん狩りウォーク�

▲ アッケシソウ�

�

ＪＲ詫間駅⇒的場の回転橋跡⇒善性院⇒法林寺⇒マリンウェーブ
（昼食）⇒厚岸草生息地⇒詫間民俗資料館⇒パン屋⇒ＪＲ詫間駅�

ＪＲ讃岐財田駅⇒道の駅たからだの里⇒みかん畑⇒鉾八幡宮⇒
財田総合運動公園(昼食)⇒周辺の寺など5カ所⇒ＪＲ讃岐財田駅�

モニターツアー�

参加者募集�
モニターツアー�

参加者募集�
モニターツアー�

参加者募集�

9:00～、11:00～、14:00～�

　　　9:00～12:00、13:00～15:00�
　　　1組1,000円（午前・午後とも10組）�

　1組200円�

　　　　1組100円�

財田の特産「富有柿」1組1,000円（先着50組）�
　　　　　「みかん」1組3,000円（先着30組）�

10:30～、15:30～�

　受付12:30～�

11月21日（土）～25日（水）�
午前9時ごろ～午後7時ごろ�
本門寺境内（JRみの駅から徒歩3分）�

日　時�

場　所�

10:00～16:00 三野町物産品テント村（本門寺境内）�

10:00～15:00 この本もったいない市（三野町文化センター)�
①10：30～  ②13：30～  バルーンショー（本門寺境内）�

  9:00～17:00 囲碁大会（三野町社会福祉センター）�
13:00～16:00 讃岐源之丞公演（インパルみの）�
　　　　　　　※2・3ページ参照�

21日（土）～25日（水）�

22日（日）�

23日（月／祝）�

「
青
年
期
ひ
き
こ
も
り
」
�

　
親
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
�

「
電
話
機
リ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ー
�

ス
」
被
害
に
関
す
る
無
料
相
談
会
�

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
�

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相
談
�

お
魚
料
理
教
室
�

「
お
せ
ち
料
理
を
作
ろ
う
」
�

ふ
れ
あ
い
理
科
講
座
�

「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
作
っ
て
み
よ
う
」
�

※参加料は両コースとも500円（保険料込み）�
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�◆
日
時
・
テ
ー
マ
�

　
11
月
28
日
（
土
）
�

　
「
介
護
の
倫
理
と
は
」
�

　
12
月
19
日
（
土
）
�

　
「
口
臭
に
つ
い
て
」
�

　
平
成
22
年
1
月
23
日
（
土
）
�

　
「
遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
�

　
午
前
10
時
〜
正
午
�

◆
場
　
所
�

　
瀬
戸
内
総
合
学
院
�

◆
対
　
象
�

　
高
校
生
以
上�

◆
参
加
料
�

　
資
料
代
実
費
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
瀬
戸
内
総
合
学
院
�

　
☎
72
・
5
1
9
2
�

�
�

◆
日
　
時

　
11
月
18
日
（
水
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
�

◆
場
　
所
�

　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
�

◆
講
　
師
�

　
高
齢
者
住
宅
情
報
セ
ン
タ
ー�

　
大
阪
セ
ン
タ
ー
長�

　
米
沢
　
な
な
子
　
氏
�

◆
定
　
員
�

　
70
人
（
先
着
順
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
県
土
木
部
住
宅
課
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
2
）
3
5
8
4
�

�����【
作
品
展
覧
会
】
�

◆
日
　
時
�

　
11
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
�

　
※
22
日
（
日
）
は
午
後
3
時
ま
で
�

◆
場
　
所
�

　
財
田
町
公
民
館
�

【
芸
能
発
表
会
】
�

◆
日
　
時
�

　
11
月
29
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
�

◆
場
　
所
�

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
文
化
協
会
事
務
局
�

　
☎
56
・
6
2
5
1
�

���◆
期
　
間
�

　
11
月
4
日
（
水
）
〜
13
日
（
金
）
�

◆
場
　
所
�

　
三
豊
市
役
所
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
香
川
社
会
保
険
事
務
局
�

　
☎
0
8
7
（
8
1
1
）
1
8
2
2
�

��

��◆
高
瀬
町
図
書
館
�

　
11
月
12
日
（
木
）
〜
22
日
（
日
）
�

◆
財
田
町
公
民
館
図
書
室
�

　
11
月
18
日
（
水
）
〜
27
日
（
金
）
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
高
瀬
町
図
書
館
�

 
☎
72
・
5
6
3
1
�

 
財
田
町
公
民
館
図
書
室
�

 
☎
67
・
0
1
0
8
�

���◆
日
　
時
�

　
11
月
8
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
�

　
※
一
人
5
冊
ま
で
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
豊
中
町
図
書
館
�

　
☎
62
・
6
4
3
0
�

���◆
日
　
時
�

　
11
月
1
日
（
日
）
〜
29
日
（
日
）
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
詫
間
町
図
書
館
�

　
☎
83
・
6
8
2
8
�

���　
医
師
や
看
護
師
の
不
足
は
、
全
国

的
に
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
特
に

三
豊
市
や
観
音
寺
市
は
顕
著
で
す
。
�

　
限
ら
れ
た
救
急
医
療
と
い
う
資
源

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
�

◆
日
　
時
�

　
11
月
22
日
（
日
）�

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
�

◆
場
 
所
�

　
観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
�

◆
内
　
容
�

　
基
調
講
演�

　
丹
波
新
聞
社
記
者 

足
立 

智
和 

氏�

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
総
合
病
院
事
務
局
�

　
☎
52
・
3
3
6
6
�

�◆
日
　
時
�

　
12
月
6
日
（
日
）�

　
12
時
30
分
〜
午
後
4
時�

◆
場
 
所
�

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
�

◆
演
題
・
講
師
�

　
「
介
護
は
快
互
…
心
ウ
キ
ウ
キ
、

　
身
体
イ
キ
イ
キ
の
介
護
」
�

　
下
山
　
名
月
　
氏
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
N
P
O
法
人
に
こ
に
こ
三
豊
�

　
☎
73
・
6
7
5
0
　
�

��◆
日
　
時
�

　
11
月
14
日
（
土
）�

　
午
前
10
時
〜
正
午�

◆
場
 
所
�

　
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

◆
演
題
・
講
師
�

　
「
リ
ウ
マ
チ
の
下
肢
の
関
節
障
害
」
�

　
宇
多
津
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク
�

　
東
藤
　
智
　
氏
�

　
※
講
演
後
に
療
養
相
談
あ
り
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
R
A
ほ
の
ぼ
の
会
�

　
☎
0
8
7
7
（
22
）
8
8
8
8
�

�����������������　
市
内
吹
奏
楽
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
�

◆
日
　
時
�

　
11
月
8
日
（
日
）�

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時�

◆
場
 
所
�

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
高
瀬
中
学
校
�

　
☎
72
・
3
1
6
1
�

���◆
日
　
時
�

　
11
月
15
日
（
日
）�

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分�

◆
場
 
所
�

　
観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音
寺
�

　
☎
83
・
2
0
4
3
�

���　
建
物
の
修
繕
工
事
の
た
め
、
8
月

31
日
で
営
業
を
休
止
し
て
い
た
「
た

か
せ
天
然
温
泉
」
は
、
11
月
1
日
か

ら
営
業
を
再
開
し
ま
す
。
�

　
開
館
時
間
は
2
時
間
延
長
し
午
前

10
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
、
休
館
日

は
第
2
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
た
か
せ
天
然
温
泉
�

　
☎
73
・
3
7
2
6
�

�

瀬
戸
内
総
合
学
院
公
開
講
座
�

三
豊
市
文
化
協
会
文
化
祭
�

に
こ
に
こ
三
豊
設
立
10
周
年
講
演
会
�

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会
�

年
金
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
�

入
賞
作
品
展
示
�

Enjoy B
rass in

 

み
と
よ
♪
�

吹
奏
楽
演
奏
会
�

�

西讃県民センター　☎25－5135

▲
� 問い合わせ�

生　活
�

辞典�豆�

相談事例�
　突然、海外から、高額商品が当たる可能性のある宝
くじの購入を勧める内容のＤＭ（ダイレクトメール）
が届きました。さっそく、クレジットカード番号、カ
ードの有効期限、名前、誕生日を記入し手続きをしま
したが、何も送られてきません。記載されている電話
番号に電話しても通じません。�
　クレジットカードから申込金が引き落とされてしま
うのですが、どうしたらよいでしょうか。�

　すぐに記入したカード会社に連絡をして事情を説明
し、支払いを止めてもらいましょう。�
　海外からのＤＭを見て、国内で海外宝くじを販売・取
り次ぎ・購入することは刑法第187条（宝くじ販売等）
で禁止されています。興味本位で手を出すことのないよ
うに注意しましょう。�

アドバイス�

高
齢
化
対
応
住
宅
講
座
�

「
自
分
の
老
後
は
自
分
で
決
め
る
�

〜
高
齢
者
住
宅
の
種
類
と
選
び
方
〜
」
�

�

図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
�

　市内に住所がある新成人には、11月中旬に案内ハ
ガキを送付します。市外在住の新成人は、生涯学習
課にご連絡ください。案内ハガキを送付します。�

　最近、老朽化し腐食した消火器の使用により、思
わぬ破裂事故が発生しています。消火器は整備点検
を怠ることなく、正しい管理を行ってください。�

　破裂の恐れのある消火器は次のような消火器です。�
　1．製造後8年以上経過している。�
　　（消火器交換の目安は約8年です）�
　2．キャップ（首の部分）や底部がさびついている。�
　3．本体にへこみや変形がある。�

平成22年1月10日（日）�
開式 午後2時（受付 午後1時30分～）�

マリンウェーブ�

平成元年4月2日～平成2年4月1日に�
生まれた人�

問い合わせ　生涯学習課　☎62-1113▼
�

問い合わせ　三観広域北消防署　☎72-2119▼
�

日　時�

場　所�

対　象�

消防だより�

（平成21年全国統一防火標語）�

豊
中
町
図
書
館
�

古
雑
誌
5
0
0
冊
を
無
料
提
供
し
ま
す
�

詫
間
町
図
書
館
�

町
内
保
・
幼
・
小
の
読
書
感
想
画
展
�

三
豊
・
観
音
寺
市
医
師
会
�

救
急
医
療
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音
寺�

第
17
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル�

た
か
せ
天
然
温
泉�

11
月
1
日
か
ら
営
業
を
再
開�

☆高齢者 安全いきいき �
　さぬき路運動実施中�
☆早めのライト点灯を！�

思いをつづってポストへGO♪�



広報�2009年11月� 広報� 2009年11月�

日　程� 場　所�

子育て支援課　☎73－3016
対　象� 日程� ※場所�受付時間�

※香川県人口移動調査による�

世帯数� 世帯�（－5）� （－8）�人�男�

総人口� （－21）� （－13）�人� 人�女�

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）�

平成21年10月1日現在�

社会福祉協議会へ�

10：00～11：30
日　程� 時　間� 場　所�

上高野文化センター�

上高野文化センター　☎62－2377

16日（月）�

9：30～15：00

10：00～15：00

日　程� 時　間� 場　所�

登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）�

豊中町保健センター�

三豊市役所�

商工観光課　☎62－1129

10日（火）�

11日（水）�
25日（水）�

日　程� 時　間� 場　所�

中小企業の経営に関する相談（要予約）�
政策課　☎73－3010

（　）内は前月比�

13：00～15：00�
10：00～15：00�
10：00～15：00�
13：00～15：00�
10：00～15：00�
13：00～16：00�
13：00～16：00

2日（月）�
4日（水）�
9日（月）�

�
16日（月）�

�
18日（水）�

日　程� 時　間� 場　所�

三野町社会福祉センター�
豊中町保健センター�
三豊市役所�
山本庁舎�
仁尾庁舎�
財田庁舎�
詫間福祉センター�

総務課　☎73－3000または各支所市民サービス課�

表�紙�今�月�の�

※対象者は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者�

西讃農業改良普及センター　☎62－3075

日　程� 時　間� 場　所�

13：00～16：00�
（要予約）�

�
西讃農業改良普及センター�

　11日（水）�
12日（木）�
13日（金）�

マリンウェーブ情報�
マリンウェーブ　☎56－5111▼

�

日　程� 時　間� 場　所�

10：00～15：00

豊中町保健センター�
三豊市役所�
詫間福祉センター�
仁尾庁舎�
三野町社会福祉センター�

4日（水）�
9日（月）�
11日（水）�
20日（金）�
24日（火）�

人権課　☎73－3008または各支所市民サービス課�

税務課　☎73－3006

▲
� 問い合わせ�

口座振替日および納期限�11月30日（月）�
☆納期限内に納めましょう。�    
☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

11月 は�

11月15日（日）午後2時開演�
一般 1,500円　高校生以下 800円�
一般ペア券 2,500円　親子ペア券 2,000円�
未就学児童 無料�

アンフィニサロンオーケストラ�
豊永久美子（ソプラノ）・響屋（和太鼓）�
混声合唱団フロイデ�

全席�
自由席�

健康課　☎73－3014

詫間福祉センター�
山本町保健センター�
豊中町保健センター�
三野町保健センター�
仁尾町福祉会館�
財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
高瀬町公民館�

9:30～11:00

日　程� 時　間� 場　所�

日　程� 時　間� 場　所�

5日（木）�
11日（水）�
13日（金）�
16日（月）�
17日（火）�
19日（木）�
25日（水）�

地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談�

仁尾庁舎�
財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
三豊市役所�
三野町保健センター�
豊中庁舎�
山本町保健センター�
詫間福祉センター�

10:00～11:00

2日（月）�
10日（火）�
12日（木）�
13日（金）�
18日（水）�
19日（木）�
25日（水）�

日 時�

出 演�

出 演�

料 金�

12月5日（土）�
　午後7時開演�

全席指定　4,500円�

日 時�

出演�

料 金�

（9月受付分）�

三 野 町 �
高 瀬 町 �
仁 尾 町 �
財 田 町 �
財 田 町 �
観音寺市�
高 瀬 町 �
車 い す �

武田 鉄矢、中牟田 俊男�
千葉 和臣�

料 金�

日 時�11月12日（木）�
午後7時開演�

一般 500円　�
学生 100円�

豊中�
三野�
豊中�
三野�
豊中�
三野�

17日（火）�
24日（火）�
5日（木）�
12日（木）�
19日（木）�
26日（木）�

13:30～�
　　13:50

4・10カ月児健診�
（平成21年7月生まれ）��
（平成21年1月生まれ）�

3歳児健診��
（平成18年4月生まれ）�

1歳6カ月児健診�
（平成20年4月生まれ）�

｝�
日本で一番お客様が笑っているコンサート

10:00～11:30
日　程� 時　間� 場　所�

詫間福祉センター�

福祉課　☎73－3015

6日（金）�

10：00～11：30

10：00～11：30
13：30～15：30

福祉課　☎73－3015

5日（木）�
12日（木）�
17日（火）�
19日（木）�

日　程� 時　間� 場　所�
高瀬町公民館（さくらの会）�
三野町保健センター（みつばちの会）�
詫間福祉センター（みつより会） 
山本町保健センター（わかたけの会）�

29日（日）�

子育て支援課　☎73－3016

三野�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

16週以降の妊婦と夫�
（希望者は1週間前までに電
話でお申し込みください）�

9：15～9：30

25日（水）�

12月　　 �
2日（水）�

子育て支援課　☎73－3016

豊中�

三野�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

2～11カ月の乳児と保護者�
（希望者は3～1週間前までに
電話でお申し込みください）��
※詳細は27ページをご覧
　ください�

9：45～10：00

森           登 �
大西　キミ子�
喜田  ミツヱ�
大喜多   敏行�
小野　  照子�
田中  　進一�
丁野 　  光國�
詫間中学校�

　讃岐源之丞保存会は40歳から80歳までの総勢20人
で、毎週金曜日に大見公民館で練習しています。市内
在住の人だけでなく善通寺市や観音寺市在住のメンバ
ーもいます。人形浄瑠璃に魅せられて始めた人もいれ
ば、なんとなく誘われて入って、だんだん面白くなっ
て現在も活動しているという人もいます。�
　座長の三好良夫さんは「浄瑠璃は、最初はなかなか
なじみがないと思いますが、やっているうちに人形を
操る楽しさに魅せられます。保存会では、随時、メン
バーを募集しています。気軽に練習会場をのぞいてく
ださい」と笑顔で話してくれました。�

健康課　☎73－3014

大見小学校�10:00～15:00
日　程� 時　間� 場　所�

8日（日）�
広げよう献血の輪！！ご協力をお願いします�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

安藤内科医院�
中央クリニック�
多田医院�
冨士クリニック�
永野内科医院�
小林整形外科医院�
しのはら医院�
小山医院�
西香川病院�
西山整形外科医院�
高井医院�
三野小児科医院�
石井医院�
細川整形外科医院�

1日（日）�
�

3日（火）�
�

8日（日）�
�

15日（日）�
�

22日（日）�
�

23日（月）�
�

29日（日）�

高瀬町�
観音寺市�
詫間町�
観音寺市�
高瀬町�
観音寺市�
山本町�
観音寺市�
高瀬町�
観音寺市�
山本町�
観音寺市�
高瀬町�
観音寺市�

72－5018�
25－0755�
83－2121�
25－3692�
74－6018�
25－7311�
56－7222�
25－2354�
72－5121�
25－0107�
63－2041�
25－7788�
73－6100�
25－4290

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。�

歯科�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

ウキタ歯科医院�
しつかわ歯科医院�
さいとう歯科医院�
篠丸歯科医院�
タカシ歯科クリニック�

1日（日）�
8日（日）�
15日（日）�
22日（日）�
29日（日）�

観音寺市�
詫間町�
観音寺市�
高瀬町�
観音寺市�

23－3123�
83－6480�
27－9328�
72－3788�
24－4618

農業委員会　☎62－1137

日　程� 時　間� 場　所�

13：30～16：00

高瀬町公民館�
山本庁舎�
三野庁舎�
豊中町農村環境改善センター�

2日（月）�
4日（水）�
5日（木）�
6日（金）� ◎県の専門員が相談に応じます。�

◎希望者は事前に電話でお申し込みください。�

13:30～15:00
日　程� 時　間� ※場　所�

豊中�

子育て支援課　☎73－3016

24日（火）�
※場所　豊中…豊中町保健センター�
　　　　三野…三野町保健センター�

大塚善章（ピアノ）、宮元直介（ベース）�
鍋島直昶（ヴィブラホーン）�
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行
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　松崎保育所では、8月に子どもたちが松崎コミュニティ
センターに行き、地域の皆さんと一緒に遊びました。9月
には、松寿会の皆さんを保育所に招待して、一緒に童謡を
歌ったり、粟島カルタ取りをしたりしました。また、おば
あちゃんたちに「炭坑節」や「東京音頭」を教わったり、
おじいちゃんたちに
「とうりゃんせ」をして
もらったりして楽しい
時間を過ごしました。�
　また、地域の皆さんと
「ソーメン流し」をしま
した。なが～い青竹を縦半分に切り、節を取り除いた青竹
の通路を真っ白いソーメンが流れてくると、子どもたちは
大喜びではしですくい、夢中になって食べました。子ども
たちの中には、食べるより、すくうことの方が珍しく、つゆ
の入ったおわんにソーメンをたくさん入れていました。
いっぱいになったソーメンを、慌てた様子でハムスターの
ようにほおを膨らませて、おなかいっぱい食べました。生
まれて初めての体験に、大喜びの子どもたちでした。�
�

　全校生36人の大浜小学
校は、緑あふれる学校です。
校庭には、樹齢 300年を
超える大楠が子どもたちを
やさしく見守ってくれてい
ます。そんな学校のキャッ
チフレーズ『明るく　楽し
い　笑顔　あふれる学校』のもと、いつも全校生一緒に活

動を続けています。�
　今年はみんなでデイキャ
ンプをしました。竹遊会の
皆さんの指導のもと、竹飯・
マイ箸・マイコップ・空気鉄
砲作りに挑戦しました。
「すごく使いやすい箸にな

ったよ」「ぼくのが一番遠くまで飛んだよ」など、みんなう
まくできて大満足！竹飯の五目ご飯も初めての体験。とっ
てもおいしい昼ご飯にみ
んな笑顔。午後からは、
みんなで役割分担してカ
レーライス作りに挑戦し
ました。かまどつくりや
飯ごうで炊飯など、リー
ダーを中心に最後の片付
けまで子どもたちだけでやり遂げることができました。�
　各学年のそれぞれが自分を自覚し、協力の大切さを学び、
明るく楽しい笑顔あふれるデイキャンプができました。�

問い合わせ　仁尾町図書館　☎ 56-9565▼
�

11月18日（水）�
午後1時30分～3時�

仁尾町文化会館　2階和室�

無料�

日　時�

場　所�

参加料�

先着20人�定　員�

11月4日（水）～13日（金）�申し込み�


